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－ － 1 

１ 水質汚濁の現況 

 

(1)  水質汚濁の現況 

  県内では、水環境の状況を監視するため、図１－１のとおり、27 河川の 63地点、３湖沼

の６地点、２海域の 28地点の合計 97 地点で定期的に測定を行っている。 

県の水質測定計画に基づく平成 25年度の公共用水域（河川・湖沼・海域）の水質調査結

果によると、カドミウムや水銀など人の健康に関連して定められた項目（健康項目）につい

ては、すべての地点で環境基準を達成している。また、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）や

化学的酸素要求量（ＣＯＤ）などの生活環境の保全に関連して定められた項目（生活環境項

目）についても、表１－１のとおり、河川、湖沼及び海域すべての地点で環境基準を達成し

ている。 

河川の有機汚濁指標のＢＯＤは、図１－２のとおり、過去に著しい汚濁がみられた小矢部

川や神通川は大幅に改善され、近年は清浄になってきている。また、庄川や常願寺川、 黒

部川などは現在もその清流を保っている。さらに、中小河川のうち、生活排水による水質汚

濁がみられた一部の都市河川についても、水質が改善され、良好な状態を維持している。そ

れぞれの河川の水質の状況は、表１－２のとおり、多くの水域でＡＡ～Ａ類型相当の水質を

維持している。 

湖沼については、図１－２のとおり、清浄な水質を維持しており、すべての湖沼で継続し

て環境基準を達成している。 

海域については、年度によって環境基準達成率が変動しているが、25 年度は達成率が

100％であった。海域（富山湾）の水質は、気象や海象などの影響を受けて変動しやすいこ

とから、今後も監視を継続し、中・長期的に推移をみていく必要がある。 

海域（富山湾）の環境基準は、表中層（海面～２ｍ）のＣＯＤで評価しているが、表１－

５のとおり、海面下 10ｍ層のＣＯＤは、低くなっている。なお、漁業被害を及ぼすような、

有害な赤潮の発生は確認されていない。 

  地下水については、平野部の 76 地点で測定した結果、一部の地点で環境基準を超過した

ものの、概ね環境基準を達成していた。また、過去に汚染が判明した地域においても 22地

点で地下水の測定を行った結果、汚染範囲の拡大は認められなかった。 

 

 

表１－１ 河川、湖沼、海域における環境基準達成率の推移 

（単位：％）  

区分 51 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 

河 川 81 100 100 100 100 100 

湖 沼 － 100 100 100 100 100 

海 域 85 100 100 92 100 100 

全 体 83 100 100 98 100 100 

注１ 有機汚濁の代表的な水質指標であるＢＯＤ（河川）、ＣＯＤ（湖沼及び海域）による。 

注２ 環境基準達成率は、環境基準点数に対する環境基準達成地点数の割合である。 
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図１－１ 水質の監視測定地点 
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① 主要河川 

(注)その他の主要河川：庄川、常願寺川、黒部川の平均値 

② 中小河川 

(注)都市河川：上庄川、仏生寺川（湊川）、内川、下条川、中川、 
角川、鴨川、黒瀬川、高橋川、木流川の平均値 

その他の：阿尾川、余川川、新堀川、白岩川、上市川、早月川、 
中小河川 片貝川（布施川）、吉田川、入川、小川、笹川、境川の平均値 

③ 湖 沼 

④ 富山湾 

図１－２ 河川、湖沼及び富山湾の水質の推移（75％水質値） 
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表１－２ 河川末端における水質（ＢＯＤ）の経年変化 

（単位：mg/L） 

基準値

主 D(C) 8(5) 1.7 1.5 1.1 1.1 1.5

要 C(B) 5(3) 1.3 1.4 0.9 1.1 0.8

5 Ａ 2 0.6 0.6 0.8 0.5 0.5

河 Ａ 2 0.9 0.8 0.7 0.8 0.5

川 ＡＡ 1 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5未満

上 庄 川 Ｂ 3 1.3 1.2 0.7 1.1 1.1

仏 生 寺 川 ( 湊 川 ) Ｃ 5 2.2 2.1 1.8 1.7 2.1

内 川 Ｃ 5 0.9 2.1 2.1 1.4 1.3

中 下 条 川 Ｂ(Ａ) 3(2) 1.2 0.9 0.8 1.0 1.3

中 川 Ｂ 3 1.0 1.0 1.2 1.2 1.2

角 川 Ａ 2 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2

鴨 川 Ｂ 3 0.8 0.8 1.1 1.0 1.2

小 黒 瀬 川 Ａ 2 0.9 1.0 1.2 1.3 1.4

高 橋 川 Ｂ 3 0.8 0.7 1.1 1.7 2.0

木 流 川 Ｂ(Ａ) 3(2) 0.8 0.8 1.1 1.3 1.2

22 阿 尾 川 Ａ 2 1.3 0.9 0.7 0.9 0.9

余 川 川 Ａ 2 1.3 0.8 0.6 0.9 1.2

新 堀 川 Ｂ 3 1.3 1.2 1.0 1.3 1.7

白 岩 川 Ｂ(Ａ) 3(2) 1.2 1.1 0.9 0.7 0.5

河 上 市 川 Ａ 2 0.5未満 0.6 0.8 0.9 1.1

早 月 川 ＡＡ 1 0.5未満 0.5未満 0.6 0.5 0.5

片 貝 川 ( 布 施 川 ) Ａ 2 0.6 0.8 0.8 1.1 1.0

吉 田 川 Ｂ 3 0.7 1.0 0.9 1.3 1.8

川 入 川 Ａ 2 0.6 0.6 0.9 1.1 1.1

小 川 Ａ 2 0.5 0.5 0.7 1.0 0.8

笹 川 Ａ(AA) 2(1) 0.5未満 0.5未満 0.7 0.8 0.7

境 川 Ａ(AA) 2(1) 0.5未満 0.5未満 0.6 0.7 0.7

そ
 
の
 

他
 
の
 

河
 

川

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

神 通 川

庄 川

常 願 寺 川

黒 部 川

都
　
市
　
河
　
川

小 矢 部 川

水域名
 水域類型

２５年度

 

注１ 測定値は、75％水質値である。 

注２ 「水域類型」の AA、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年環

境庁告示第 59 号）」に示された「河川」の類型をいう。小矢部川、神通川、下条川及び白岩

川は平成 22 年度から、木流川、笹川及び境川は 23 年度から（ ）内の類型及び基準値が適用され

ている。 

 

※ 「75％水質値」 

全データをその値の小さいものから順に並べ、0.75×n番目（nはデータ数）の値。 

（0.75×nが整数でない場合は、端数を切り上げた整数番目の値をとる。） 
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表１－３ 湖沼における水質（ＣＯＤ、全りん）の経年変化 

（単位：mg/L） 

水域名 項目 
水域類型 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 
  基準値 

桂 湖 
ＣＯＤ Ａ 3 1.4  1.5  1.3  1.1 1.6 

全りん Ⅱ 0.01 0.007 0.003 0.004 0.003 未満 0.005 

有峰湖 
ＣＯＤ Ａ 3 1.8 2.2 1.9 1.7 1.6 

全りん Ⅱ 0.01 0.004 0.004 0.005 0.005 0.004 

黒部湖 
ＣＯＤ Ａ 3 1.5 1.8 1.6 1.5 1.7 

全りん Ⅱ 0.01 0.004  0.005  0.004  0.004  0.008 

注１ 測定値は、年平均値である。（ただし、ＣＯＤの測定値は 75％水質値である。）  

注２ 「水域類型」のＡ及びⅡは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年環境庁告示 

第 59 号）」に示された「湖沼」の類型をいう。 

 

 

表１－４ 海域における水質（ＣＯＤ）の経年変化 

（単位：mg/L） 

水  域  名 
水域類型 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 
  基準値 

富 山 湾 沿 岸 海 域                  

（下記を除く富山湾全域） 
Ａ 2 1.7 1.8 1.7 1.6 1.7 

 小矢部川 
河口から 1,200ｍの

範囲内 
Ｂ 3 1.8 1.9 1.9 1.9 2.1 

 河口海域 
河口から 2,200ｍの

範囲内(上記を除く) 
Ａ 2 1.7 1.7 1.8 1.4 1.9 

 神 通 川 
河口から 1,800ｍの

範囲内 
Ｂ 3 1.6 1.8 2.0 1.4 1.7 

 河口海域 
河口から 2,400ｍの

範囲内(上記を除く) 
Ａ 2 1.7 1.8 1.9 1.4 1.7 

 富山新港 
第１貯木場及び 

中野整理場 
Ｃ 8 3.2 3.6 3.8 3.5 3.5 

 海    域 
富山新港港内      

(上記を除く) 
Ｂ 2 2.3 2.2 2.4 1.8 2.1 

注１ 各調査地点の 75％水質値を各水域毎に平均した値である。 

注２ 「水域類型」のＡ、Ｂ及びＣは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年環境庁 

告示第 59 号）」に示された「海域」の類型をいう。 

 

 

 

 

 

 



－ － 6 

表１－５ 海域（富山湾）における表中層と海面下 10ｍ層のＣＯＤの比較 

（単位：mg/L） 

区分 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 

表中層 1.7 1.6 1.6 1.4 1.6 

10ｍ層 1.2 1.2 1.1 1.0 1.1 

注１ 表中層とは、海面下 0.5ｍから 2ｍ層である。 

注２ 富山湾海域 22 地点のＣＯＤ年平均値を平均したもので、測定回数は年度により異なる。
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(2)  水域別の水質汚濁状況 

 

ア 河川の汚濁状況 

県、国土交通省及び富山市が 25 年度に図１－３に示す主要測定地点（環境基準点）で実施し

た水質測定結果は、表１－６のとおりであった。 

環境基準の達成状況をＢＯＤでみると、全 56 地点で達成しており、また、それぞれの河川の

水質は、図１－４のとおり、概ね環境基準のAA～Ａ類型に相当する清浄な水質であった。 

なお、カドミウム、水銀等の健康項目については、すべての地点で環境基準を達成していた。 

 

 

 

 

図１－３ 河川及び湖沼の主要測定地点（環境基準点） 
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注１ 測定値は、年平均値である。（ただし、ＢＯＤの測定値は 75％水質値である。） 

注２ ＢＯＤの適否は、75％水質値が環境基準を満足しているものを適（○印）とした。 

注３ 「水域類型」の AA、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年 

環境庁告示第 59 号）」に示された「河川」の類型をいう。 

表１－６ 河川の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（25年度） 

ＢＯＤ

（mg/L） 適否

阿 尾 橋 Ａ 7.4 9.9 11 0.9 〇

間 島 橋 Ａ 7.4 8.8 9 1.2 〇

北 の 橋 Ｂ 7.3 9.1 10 1.1 〇

八 幡 橋 Ｃ 7.4 8.0 6 1.8 〇

湊 川 中 の 橋 Ｃ 7.6 7.8 11 2.1 〇

河 口 Ｃ 7.3 9.2 7 1.5 〇

城 光 寺 橋 Ｂ 7.2 9.4 6 1.2 〇

国 条 橋 Ａ 7.2 9.9 8 1.1 〇

太 美 橋 AA 7.6 11 4 0.8 〇

千 保 川 地 子 木 橋 Ｃ 7.4 10 4 1.6 〇

祖 父 川 新 祖 父 川 橋 Ａ 7.4 11 5 0.8 〇

山 田 川 福 野 橋 Ａ 7.7 11 6 1.1 〇

二 ヶ 渕 え ん 堤 AA 7.6 10 3 0.6 〇

大 門 大 橋 Ａ 7.3 10 4 0.5 〇

雄 神 橋 AA 7.4 11 6 <0.5 〇

和 田 川 末 端 Ａ 7.6 11 3 0.9 〇

山 王 橋 Ｃ 7.6 8.9 6 1.4 〇

西 橋 Ｃ 7.4 9.7 5 1.3 〇

稲 積 橋 Ａ 7.3 9.4 8 1.3 〇

白 石 橋 Ｂ 7.3 9.1 8 1.7 〇

萩 浦 橋 Ｂ 7.4 10 3 0.8 〇

神 通 大 橋 Ａ 7.5 11 4 1.1 〇

宮 川 新 国 境 橋 Ａ 7.2 11 2 <0.5 〇

高 原 川 新 猪 谷 橋 Ａ 7.2 11 1 <0.5 〇

い た ち 川 四 ッ 屋 橋 Ｂ 7.5 10 4 0.8 〇

松 川 桜 橋 Ａ 7.5 11 4 0.8 〇

井 田 川 高 田 橋 Ｂ 7.4 10 5 1.6 〇

落 合 橋 Ａ 7.4 11 5 0.7 〇

熊 野 川 八 幡 橋 Ａ 7.1 11 4 0.8 〇

萩 浦 小 橋 Ｄ 7.3 9.6 5 0.6 〇

岩 瀬 橋 Ｄ 7.0 8.2 7 0.9 〇

今 川 橋 Ａ 7.2 11 5 0.5 〇

常 願 寺 橋 AA 7.2 11 5 0.5 〇

東 西 橋 Ａ 7.1 9.9 3 0.5 〇

泉 正 橋 Ａ 7.5 10 4 1.1 〇

栃 津 川 流 観 橋 Ｃ 7.5 10 3 2.3 〇

寺 田 橋 Ａ 7.6 11 3 1.0 〇

魚 躬 橋 Ａ 7.5 10 4 1.1 〇

落 合 橋 Ｂ 7.4 10 2 1.2 〇

早 月 橋 AA 7.6 11 1 0.5 〇

角 川 橋 Ａ 7.5 11 4 1.2 〇

港 橋 Ｂ 7.5 11 2 1.2 〇

末 端 Ａ 7.6 10 3 0.9 〇

落 合 橋 AA 7.8 11 1 0.9 〇

布 施 川 落 合 橋 Ａ 7.8 11 3 1.0 〇

石 田 橋 Ａ 7.5 10 8 1.4 〇

立 野 橋 Ｂ 7.5 10 5 2.0 〇

吉 田 橋 Ｂ 7.5 10 4 1.8 〇

下 黒 部 橋 AA 7.3 11 5 <0.5 〇

末 端 Ａ 7.7 11 13 1.1 〇

赤 川 橋 Ａ 7.6 11 7 0.8 〇

上 朝 日 橋 AA 7.6 11 1 0.6 〇

舟 川 舟 川 橋 Ａ 7.6 11 8 1.0 〇

末 端 Ａ 7.6 11 5 1.2 〇

笹 川 橋 AA 7.6 11 1 0.7 〇

境 橋 AA 7.6 10 1 0.7 〇

入 川

小 川

木 流 川

笹 川

境 川

黒 部 川

常 願 寺 川

白 岩 川

上 市 川

中 川

早 月 川

角 川

鴨 川

片 貝 川

黒 瀬 川

高 橋 川

吉 田 川

岩 瀬 運 河

阿 尾 川

余 川 川

上 庄 川

仏 生 寺 川

小 矢 部 川

庄 川

内 川

下 条 川

新 堀 川

神 通 川

富 岩 運 河

水 域 名 調 査 地 点
水域
類型

ｐＨ ＤＯ ＳＳ

（mg/L） （mg/L）
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図１－４ 河川の水質の状況（25年度、ＢＯＤ75％水質値） 

 

(ｱ)  小矢部川水域 

本水域については、昭和 46 年度に県下で初めて環境基準の水域類型を指定し、併せて

上乗せ排水基準を設定した。その後、50 年度に環境基準の見直しを行うとともに、上乗

せ排水基準を強化した。 

平成 22 年４月には、水域の利用目的と水域類型が一致しない水域及び上位類型相当の

水質を継続的に達成している水域を対象として、環境基準の水域類型の指定の見直しを行

い、 

・小矢部川下流（乙）及び千保川をＤ類型（ＢＯＤ ８ mg/L 以下）からＣ類型（ＢＯＤ 

５ mg/L 以下）に 

・小矢部川下流（甲）をＣ類型からＢ類型（ＢＯＤ ３ mg/L 以下）に 

・祖父川をＢ類型からＡ類型（ＢＯＤ ２ mg/L 以下）に それぞれ格上げした。 

主要地点における水質は図１－５のとおりで、小矢部川河口、千保川（地子木橋）及び

祖父川（新祖父川橋）の汚濁状況をＢＯＤでみると、小矢部川河口 1.5 mg/L、地子木橋

1.6 mg/L、 新祖父川橋 0.8 mg/L で、いずれも環境基準を達成していた。 

また、その他の地点においても、すべて環境基準を達成していた。 

 

(ｲ) 神通川水域 

本水域については、昭和 47 年度に小矢部川水域に次いで環境基準の水域類型を指定し、

併せて上乗せ排水基準を設定した。その後、56 年度に、松川についても水域類型の指定を

行い、浄化用水の導入、下水道の整備等により水質の改善を図ってきた。 

平成 22 年４月には、上位類型相当の水質を継続的に達成している水域を対象として、環

境基準の水域類型の指定の見直しを行い、 
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・神通川下流及びいたち川をＣ類型からＢ類型に 

・松川をＢ類型からＡ類型に 

・富岩運河等をＥ類型（ＢＯＤ 10 mg/L 以下）からＤ類型に それぞれ格上げした。 

主要地点における水質は図１－６のとおりで、神通川（萩浦橋、神通大橋）、いたち川

（四ツ屋橋）、松川（桜橋）、富岩運河（萩浦小橋）の汚濁状況をＢＯＤでみると、萩浦橋

が 0.8 mg/L、神通大橋が 1.1 mg/L、四ツ屋橋が 0.8 mg/L、桜橋が 0.8 mg/L、萩浦小橋が

0.6 mg/Lで、いずれも環境基準を達成していた。 

また、その他の地点においても、すべて環境基準を達成していた。 

 

(ｳ) その他の河川 

小矢部川、神通川以外の 25 河川についても、昭和 50 年度までに環境基準の水域類型を

指定し、併せて上乗せ排水基準を設定した。 

その後、下水道整備など生活排水対策や事業場の汚濁負荷の削減対策の進展から、上位

類型相当の水質を継続的に達成している水域を対象として環境基準の水域類型の指定の見

直しを行い、 

・平成 22年４月に下条川及び白岩川下流をＢ類型からＡ類型に 

・23年４月に木流川をＢ類型からＡ類型に 

・笹川及び境川をＡ類型から AA 類型（ＢＯＤ １ mg/L 以下）に それぞれ格上げした。 

汚濁状況をＢＯＤでみると、主要河川の庄川、常願寺川及び黒部川については、いずれ

も環境基準の AA 類型に相当する清浄な水質であった。 

また、他の中小河川については、過去に生活排水の影響がみられた都市河川でも水質が

改善され、すべて環境基準を達成していた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５ 小矢部川主要地点の水質測定結果 

  （25 年度、ＢＯＤ75％水質値（mg/L）） 

図１－６ 神通川主要地点の水質測定結果 

  （25 年度、ＢＯＤ75％水質値（mg/L）） 
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イ 湖沼の汚濁状況 

県及び富山市が 25 年度に調査した湖沼の主要測定地点（環境基準点）における水質測定

結果は、表１－７のとおりであった。 

環境基準の達成状況をＣＯＤ及び全りんでみると、いずれの項目も環境基準を達成してい

た。 

なお、カドミウム、水銀等の健康項目については、すべての地点で環境基準を達成してい

た。 

 

表１－７ 湖沼の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（25年度） 

水域名 調査地点 
水域 

ｐＨ 
ＤＯ ＳＳ ＣＯＤ   全りん   

類型 （mg/L） （mg/L） （mg/L） 適否 （mg/L） 適否 

桂 湖 えん堤付近 Ａ Ⅱ 7.1 8.7 6 1.6 ○ 0.005 ○ 

有峰湖 えん堤付近 Ａ Ⅱ 7.1 9.7 1 1.6 ○ 0.004 ○ 

黒部湖 えん堤付近 Ａ Ⅱ 6.8 9.4 3 1.7 ○ 0.008 ○ 

 

注１ 測定値は、年平均値である。（ただし、ＣＯＤの測定値は 75％水質値である。） 

  注２ 適否は、ＣＯＤは 75％水質値が、全りんは年平均値が環境基準を満足しているものを適 

（○印）とした。  

注３ 「水域類型」のＡ及びⅡは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年環境庁告示 

第 59 号）」に示された「湖沼」の類型をいう。 

 

 

ウ 海域の汚濁状況 

県が 25 年度に図１－７に示す海域の主要測定地点（環境基準点）で実施した水質測定

結果は、表１－８のとおりであった。 

環境基準の達成状況をＣＯＤでみると、すべての地点で環境基準を達成していた。 

なお、カドミウム、水銀等の健康項目については、河川・湖沼と同様に、すべての地点

で環境基準を達成していた。 

 

図１－７ 海域の主要測定地点（環境基準点）
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表１－８ 海域の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（25年度） 
 

水 域 名 調 査 地 点 
地点

番号 
水域 

類型 
pH 

ＤＯ    ＣＯＤ      

（mg/L） （mg/L） 適否 

    小矢部川河口海域 No2 ① Ｂ 8.3 8.2 2.1 ○ 

  小矢部川 小矢部川河口海域 No3 ② Ｂ 8.3 8.3 2.0 ○ 

  河口海域 小矢部川河口海域 No5 ③ Ａ 8.3 8.5 1.9 ○ 

    小矢部川河口海域 No6 ④ Ａ 8.3 8.7 1.9 ○ 

富   神通川河口海域 No1 ⑤ Ｂ 8.3 8.7 1.8 ○ 

    神通川河口海域 No2 ⑥ Ｂ 8.3 8.8 1.7 ○ 

  神通川 神通川河口海域 No3 ⑦ Ｂ 8.3 9.0 1.6 ○ 

  河口海域 神通川河口海域 No4 ⑧ Ａ 8.3 8.9 1.7 ○ 

    神通川河口海域 No5 ⑨ Ａ 8.3 9.0 1.7 ○ 

山   神通川河口海域 No6 ⑩ Ａ 8.3 9.2 1.8 ○ 

    小矢部川河口海域 No7 ⑪ Ａ 8.3 8.6 1.8 ○ 

    神通川河口海域 No7 ⑫ Ａ 8.3 8.9 1.7 ○ 

    その他地先海域 No1 ⑬ Ａ 8.2 8.2 1.5 ○ 

    その他地先海域 No2 ⑭ Ａ 8.2 8.4 1.6 ○ 

    その他地先海域 No3 ⑮ Ａ 8.3 8.6 1.9 ○ 

湾 その他 その他地先海域 No4 ⑯ Ａ 8.2 8.5 2.0 ○ 

  富山湾海域 その他地先海域 No5 ⑰ Ａ 8.3 9.1 1.9 ○ 

    その他地先海域 No6 ⑱ Ａ 8.3 8.9 1.8 ○ 

    その他地先海域 No7 ⑲ Ａ 8.3 9.0 2.0 ○ 

    その他地先海域 No8 ⑳ Ａ 8.3 8.5 1.7 ○ 

    その他地先海域 No9 ○21  Ａ 8.3 8.5 1.5 ○ 

    その他地先海域 No10 ○22  Ａ 8.3 8.4 1.2 ○ 

富山新港海域 富山新港 No1 ○23  Ｂ 8.3 8.4 2.1 ○ 

  第１貯木場 姫野橋 ○24  Ｃ 7.9 8.8 3.3 ○ 

  中野整理場 中央 ○25  Ｃ 8.3 9.5 3.6 ○ 

 

注１ 測定値は、年平均値である。（ただし、ＣＯＤの測定値は 75％水質値である。） 

注２ ＣＯＤの適否は、75％水質値が環境基準を満足しているものを適（○印）とした。 

注３ 「水域類型」のＡ、Ｂ及びＣは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年環境庁 

告示第 59 号）」に示された「海域」の類型をいう。 
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(3) 地下水の汚染状況 

 

ア 概況調査 

平野部の 76 地点（４kmメッシュ毎に１地点）で調査をした結果、表１－９のとおり、検出さ

れた項目は砒素、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素の４項目であった。 

砒素は５地点、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素は 70 地点、ふっ素は 44 地点、ほう素は２地

点で検出された。このうち、砒素については３地点で環境基準を超過していたが、地質由来

によるものと推定された。 

 

表１－９ 地下水の環境監視（概況調査）調査結果（25 年度） 

調   査   項   目 
調査 

地点数 

検出 

地点 

測定結果 

(mg/L) 

環境基準 

超過 

地点数 

環境基準値 

(mg/L) 

定量下限値 

(mg/L) 

カドミウム 76 0 ＮＤ 0 0.003 0.0003 

全シアン 76 0 ＮＤ 0 検出されないこと 0.1 

鉛 76 0 ＮＤ 0 0.01 0.005 

六価クロム 76 0 ＮＤ 0 0.05 0.02 

砒素 76 5 ＮＤ～0.024 3 0.01 0.005 

総水銀 76 0 ＮＤ 0 0.0005 0.0005 

アルキル水銀 0 － － － 検出されないこと 0.0005 

ジクロロメタン 76 0 ＮＤ 0 0.02 0.002 

四塩化炭素 76 0 ＮＤ 0 0.002 0.0002 

塩化ビニルモノマー 76 0 ＮＤ 0 0.002 0.0002 

1,2-ジクロロエタン 76 0 ＮＤ 0 0.004 0.0004 

1,1-ジクロロエチレン 76 0 ＮＤ 0 0.1 0.01 

1,2-ジクロロエチレン 76 0 ＮＤ 0 0.04 0.004 

1,1,1-トリクロロエタン 76 0 ＮＤ 0 1 0.0005 

1,1,2-トリクロロエタン 76 0 ＮＤ 0 0.006 0.0006 

トリクロロエチレン 76 0 ＮＤ 0 0.03 0.002 

テトラクロロエチレン 76 0 ＮＤ 0 0.01 0.0005 

1,3-ジクロロプロペン 76 0 ＮＤ 0 0.002 0.0002 

チウラム 76 0 ＮＤ 0 0.006 0.0006 

シマジン 76 0 ＮＤ 0 0.003 0.0003 

チオベンカルブ 76 0 ＮＤ 0 0.02 0.002 

ベンゼン 76 0 ＮＤ 0 0.01 0.001 

セレン 76 0 ＮＤ 0 0.01 0.002 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
76 70 ＮＤ～3.8 0   10 0.1 

ふっ素 76 44 ＮＤ～0.58 0 0.8 0.08 

ほう素 76 2 ＮＤ～0.2 0 1 0.1 

1,4-ジオキサン 76 0 ＮＤ 0 0.05 0.005 

注 ＮＤとは、定量下限値未満をいう。 

注 環境基準値は、26 年３月末時点の基準値である。 
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イ 汚染井戸周辺地区調査 

  砒素が検出された高岡市福岡町三日市及び氷見市鞍川において、汚染井戸周辺地区調査を

計５地点で実施したところ、１地点で環境基準値超過が判明した。 

  周囲に汚染の原因となり得る工場・事業場は見当たらず地質等の状況から、地質由来のも

のと推定された。 

 

ウ 継続監視調査 

過去の調査で人為的原因による汚染と推定した９地域 22 地点で、汚染の推移の状況を確

認するための調査を実施した結果、表１－10 及び表１－11 のとおり、いずれの地域におい

ても測定値に大きな変化は見られず、汚染の拡大はなかった。 

 

表１－10 継続監視調査結果（25年度） 

  

注１ ＮＤとは、定量下限値未満をいう。 

注２ 測定結果は調査地点ごとの年平均値の最小値～最大値を表す。 

注３ 環境基準値は、26 年３月末時点の基準値である。 

調査項目 調査地域 
調査 

地点数 

検出 

地点数 

測定結果 

（mg/L） 

環境基準 

超過地点数 

環境 

基準値 

（mg/L） 

定量 

下限値 

（mg/L） 

砒素 氷 見 市 窪 2 0 ＮＤ 0 0.01 0.005 

トリクロロエチレン 

高 岡 市 内 免 2 1 ＮＤ～0.002 0 

0.03 0.002 

小矢部市埴生 3 1 ＮＤ～0.023 0 

テトラクロロエチレン 

高 岡 市 戸 出 3 1 ＮＤ～0.0016 0 

0.01 0.0005 

砺 波 市 安 川 3 2 ＮＤ～0.0023 0 

小矢部市埴生 3 1 ＮＤ～0.023 1 

南 砺 市 本 町 4 2 ＮＤ～0.031 1 

硝酸性窒素 

及び 

亜硝酸性窒素 

氷見市諏訪野 3 3 1.1～16 1 

10 0.1 射 水 市 黒 河 2 2 0.1～3.7 0 

射 水 市 大 江 1 1 8.9 0 
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表１－11 継続監視調査における水質の経年変化 

 

調査項目 調査地域 
調査 

地点数 
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 

砒素 

［0.01] 

氷見市窪 2 － ND ND ND ND 

小矢部市埴生 2 － － － － － 

小矢部市五郎丸 2 ND～0.008 ND～0.007 － － － 

南砺市三清西 2 ND～0.021 － － － － 

南砺市舘 2 － ND～0.010 － － － 

射水市堀江千石 2 － － － － － 

射水市小杉白石 2 － － － － － 

射水市黒河 2 － － － － － 

射水市三ケ 2 ND～0.007 － － － － 

射水市加茂 2 － － － － － 

射水市戸破 2 ND ND － － － 

トリクロロエチレン 

［0.03］ 

高岡市内免 2 － ND～0.002 ND～0.002 ND ND～0.002 

小矢部市埴生 3 ND～0.021 ND～0.021 ND～0.014 ND～0.014 ND～0.023 

テトラクロロエチレン 

[0.01] 

高岡市戸出 3 
ND～ 

0.0029 

ND～ 

0.0024 

ND～ 

0.0030 

ND～ 

0.0028 

ND～ 

0.0016 

砺波市安川 3 
ND～ 

0.0029 

ND～ 

0.0025 

ND～ 

0.0027 

ND～ 

0.0023 

ND～ 

0.0023 

小矢部市埴生 3 
0.0032～ 

0.019 
ND～0.021 ND～0.012 ND～0.021 ND～0.023 

南砺市本町 4 ND～0.025 ND～0.018 ND～0.024 ND～0.020 ND～0.031 

ほう素 

［1］ 
高岡市長慶寺 2 0.2～0.2 0.2～0.2 － － － 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 

[10] 

氷見市諏訪野 3 － 3.1～22 3.4～18 2.7～20 1.1～16 

射水市黒河 2 ND～4.7 ND～5.8 ND～5.2 ND～3.1 0.1～3.7 

射水市大江 2 ND～5.6 ND～2.4 ND～2.4 2.2 8.9 

注１ 調査項目の[ ]内は、環境基準値を示す。ただし、26 年３月末時点の基準値である。 

注２ 測定結果は、最小値～最大値を表す。 

注３  ＮＤとは、定量下限値（砒素 0.005mg/L、トリクロロエチレン 0.002mg/L、テトラクロロエチ 

レン 0.0005mg/L、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0.1mg/L）未満をいう。 

（単位：mg/L） 
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２ 公共用水域及び地下水の監視測定体制 

 

(1) 公共用水域の水質測定計画 

水質汚濁防止法第 16 条の規定に基づき、富山県の区域に属する公共用水域（河川、湖沼及

び海域）の水質測定計画を定め、県、国土交通省及び富山市が測定を実施している。 

 

ア 測定地点 

25 年度は、表２－１に掲げる 27 河川、３湖沼及び２海域の 97 地点で実施した。 

 

イ 測定項目 

(ｱ)  生活環境項目 

ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯ、大腸菌群数、nヘキサン抽出物質、全窒素、 

全りん、全亜鉛 

 

(ｲ) 健康項目 

カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀（総水銀が検出

された地点のみ実施）、ＰＣＢ、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、 

1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、 

1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、 

1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、ベンゼン、セレン、 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素、1,4-ジオキサン 

 

(ｳ) 要監視項目 

クロロホルム、フェノール、トランス-1,2-ジクロロエチレン、1,2-ジクロロプロパン、 

p-ジクロロベンゼン、フェニトロチオン、イソプロチオラン、フェノブカルブ、 

トルエン、キシレン、ニッケル、モリブデン、アンチモン、全マンガン、ウラン 

 

(ｴ)  特殊項目等 

  亜鉛、銅、鉄、クロム、クロロフィル a、ダイオキシン類（注） 

  （注）ダイオキシン類対策特別措置法第 26条に基づき測定する項目 
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表２－１ 測定地点総括表（25 年度） 

 

区

分 

 

水    域    名 

 

水

域

数 

測   定   地   点   数 

富山県 富山市 国土交通省 計 

河 

 

 

 

 

川 

阿尾川､余川川､上庄川､仏生寺川 ４ ５（５）   ５（５） 

小矢部川 １ ５（５）  ３（３） ８（８） 

庄川 １ １（１）  ２（２） ３（３） 

内川、下条川、新堀川 

（主幹排水路を含む。） 
３ ６（４）   ６（４） 

神通川（運河を含む。） １  ９（６） ５（５） 14（11） 

常願寺川 １   ２（２） ２（２） 

白岩川 １ ４（３） １（１）  ５（４） 

上市川､中川､早月川､角川､鴨川､ 

片貝川 
６ ９（８）   ９（８） 

黒部川 １   １（１） １（１） 

黒瀬川､高橋川､吉田川､入川､小川､

木流川､笹川､境川 
８ 10（10）   10（10） 

   小        計 27 40（36） 10（７） 13（13） 63（56） 

湖

沼 

境川ダム貯水池（桂湖） １ ２（１）   ２（１） 

有峰ダム貯水池（有峰湖） １  ２（１）  ２（１） 

黒部ダム貯水池（黒部湖） １ ２（１）   ２（１） 

   小        計 ３ ４（２） ２（１）  ６（３） 

海

域 

富山新港 １ ６（３）   ６（３） 

富山湾 １ 22（22）   22（22） 

   小        計 ２ 28（25）   28（25） 

     合    計 32 72（63） 12（８） 13（13） 97（84） 

  注 （ ）内は環境基準点数である。 
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(2) 地下水の水質測定計画 

   水質汚濁防止法第 16 条の規定に基づき、富山県の区域に属する地下水の水質測定計画を定

め、概況調査、汚染井戸周辺地区調査及び継続監視調査の区分により、県及び富山市が測定

を実施している。 

 

ア 調査地点 

25 年度は表２－２のとおり、概況調査を県下の平野部 10 市４町の 76地点、汚染井戸周辺

地区調査を２市の５地点、継続監視調査を６市９地域の 22地点で実施した。 

 

イ 調査区分ごとの調査概要 

（ｱ） 概況調査 

  ａ 目的 

    飲用目的の地下水利用が多い県内平野部において、汚染の発見及び濃度の推移を把握す

ることを目的として測定を実施する。 

  ｂ 測定地点選定の考え方 

    県内平野部の４kｍメッシュ分割により調査区域を設定する。各調査区域では、過去に調

査した井戸を優先して１地点で測定を実施する。 

  ｃ 測定項目の考え方 

    飲用目的で地下水が利用されていることから、下記の 27 項目を測定する。ただし、アル

キル水銀については、総水銀が検出された場合に測定を実施する。 

カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、 

ジクロロメタン、四塩化炭素、塩化ビニルモノマー、1,2-ジクロロエタン、 

1,1-ジクロロエチレン、1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、 

1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、 

1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、ベンゼン、 

セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素、1,4-ジオキサン 

  ｄ 測定頻度の考え方 

    濃度の推移を把握するため、年１回で、かつ毎年同じ時期に測定を実施する。 

  ｅ 測定結果の評価方法 

    測定項目の検出状況を評価する。 

 

（ｲ） 汚染井戸周辺地区調査 

ａ 目的 

概況調査又は事業者からの報告等により新たに汚染が発見された場合又は汚染のおそれ

が発見された場合、その汚染等の範囲を確認し、原因の究明に資する情報を取得するため、

汚染等の発見された井戸等の周囲の複数の地点において実施する。 

  ｂ 汚染等の範囲の確認と原因の特定の考え方 

周辺の土地利用、井戸の分布、用途等を踏まえ、次の考え方を基本とする。 

   ・ 第１段階 

     汚染等が発見された井戸から半径 500ｍ程度の範囲内の井戸において、調査を実施す

る。 
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・ 第２段階 

     汚染井戸等と深度の違う井戸についても、地下水の流向を確認した上で、下流方向を  

中心に数地点で測定を実施する。 

   ・ 第３段階（調査範囲全体に汚染等がみられる場合） 

地下水の流向を確認した上で、下流方向を中心に段階的に範囲を広げて調査を実施す

る。 

  ｃ 測定項目の考え方 

    汚染が判明している項目、汚染の可能性が高い項目及びそれらの分解生成物について測

定を実施する。 

  ｄ 調査時期の考え方 

    汚染等の発見後できるだけ早急に実施する。地下水の流動状況に変化があったと想定さ

れる場合には再度実施する。 

  ｅ 測定結果の評価方法 

    調査地点すべてにおける検出及び環境基準値超過を判定し、汚染等の範囲を確認する。 

また、原因が不明な場合は、同一の帯水層の濃度分布及び地下水の流向による原因の推

定に努める。 

 

（ｳ） 継続監視調査 

 ａ 目的 

    汚染井戸周辺地区調査を実施した地域において、汚染等の動向と浄化対策による改善効

果の確認などを目的として、汚染物質等の濃度の推移を継続的に調査する。 

  ｂ 定点選定の考え方 

    汚染等の原因別に原則として次のとおり測定地点を選定する。 

   ・ 自然的原因による汚染等地域 

     各地域において、汚染井戸周辺地区調査を行った井戸の中で、最も濃度が高かった１

地点及び下流の汚染等がみられなかった１地点の計２地点で測定を実施する。 

   ・ 人為的原因による汚染等地域 

     各地域において、汚染井戸周辺地区調査を行った井戸の中で、濃度が高かった２地点

及び下流の汚染等がみられなかった１地点の計３地点で測定を実施する。 

 ｃ 測定項目の考え方 

   汚染等が判明した項目及び必要に応じその分解生成物について測定を実施する。 

  ｄ 測定頻度の考え方 

自然的原因による汚染等地域については年１回、人為的原因による汚染等地域について

は年２回で、かつ毎年同じ時期に測定を実施する。 

  ｅ 測定結果の評価方法 

すべての井戸における環境基準の達成状況及び汚染物質等の濃度の推移の状況を評価す    

る。 

また、汚染物質の濃度、汚染原因、地下水の用途等が一定の条件を満たした場合は、   

再度、汚染井戸周辺地区調査を実施し、調査の終了の可否を判断するものとする。 

    なお、自然的原因による汚染等と判断される場合は、飲用指導等が確実に実施されて  

いることを条件に、調査を終了することができる。 
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表２－２ 地下水の水質測定地点数（25 年度） 

 

市町村 
概況調査 汚染井戸周辺地区調査 継続監視調査 

地点数 測定機関 地点数 測定機関 地点数 測定機関 

富 山 市 20 富 山 市 － - - - 

高 岡 市 ８ 富 山 県 １ 富 山 県 ５ 富 山 県 

魚 津 市 ３ 富 山 県  - - - 

氷 見 市 ３ 富 山 県 ４ 富 山 県 ５ 富 山 県 

滑 川 市 ２ 富 山 県 - - - - 

黒 部 市 ６ 富 山 県 - - - - 

砺 波 市 ６ 富 山 県 - - ３ 富 山 県 

小矢部市 ５ 富 山 県   ３ 富 山 県 

南 砺 市 ７ 富 山 県 - - ３ 富 山 県 

射 水 市 ８ 富 山 県 - - ３ 富 山 県 

上 市 町 ２ 富 山 県 - - - - 

立 山 町 ２ 富 山 県 - - - - 

入 善 町 ３ 富 山 県 - - - - 

朝 日 町 １ 富 山 県 - - - - 

合  計 76  ５  22  
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３ 水質汚濁防止法の施行状況 

 

(1) 水質汚濁防止法に基づく届出状況 

特定施設を設置して公共用水域に水を排出する工場・事業場（特定事業場）は、水質汚濁

防止法に基づく届出が義務付けられている。 

25 年度末における届出状況は表３－１のとおりで、県下全体の特定事業場数は 3,431 であ

り、これを地域別にみると富山市が 959（構成比 28%）、高岡市が 430（同 13%）と両市で全体

の約 40%を占めている。 

業種別では、宿泊業が 622（構成比 18%）、食料品製造業が 539（同 16%）、洗濯・理容・美

容・浴場業が 355（同 10%）、農業が 308（同９%）となっており、この４業種で全体の約 53%

を占めている。 

 

(2)  排水基準が適用される特定事業場 

排水量が 50m3／日以上又は有害物質を排出する特定事業場は、水質汚濁防止法に基づく排

水基準が適用される。 

25 年度末における排水基準が適用される特定事業場数は 741 で、特定事業場全体の約 22%

を占めている。 

 

表３－１ 水質汚濁防止法に基づく特定事業場数 

（26年３月 31日現在） 

　　業種

市町村名

農

業

鉱

業

食

料

品

製

造

業

飲

料

・

た

ば

こ

・

飼

料

製

造

業

木

材

・

木

製

品

製

造

業

化

学

工

業

窯

業

・

土

石

製

品

製

造

業

非

鉄

金

属

製

造

業

金

属

製

品

製

造

業

電

気

機

械

器

具

製

造

業

水

道

業

飲

食

料

品

小

売

業

そ

の

他

の

小

売

業

洗

濯

・

理

容

・

美

容

・

浴

場

業

そ

の

他

の

生

活

関

連

サ

ー

ビ

ス

業

宿

泊

業

娯

楽

業

廃

棄

物

処

理

業

学

校

教

育

学

術

・

開

発

研

究

機

関

そ

の

他

計

富山市 31 22 78 19 4 39 44 2 15 5 35 54 100 144 13 150 10 19 12 7 156 959

高岡市 18 7 48 5 12 8 19 10 45 1 9 5 69 45 9 53 4 5 4 2 52 430

魚津市 8 4 62 1 1 2 1 0 0 1 6 1 7 23 4 22 3 3 3 0 17 169

氷見市 38 1 65 3 2 0 6 0 4 0 4 1 9 16 6 98 2 1 1 0 15 272

滑川市 13 2 29 5 2 7 2 1 4 4 4 1 10 10 0 4 0 1 3 1 4 107

黒部市 36 4 39 3 1 0 7 1 5 0 11 1 10 10 5 53 0 1 1 0 17 205

砺波市 36 4 30 4 1 1 14 1 5 1 5 2 13 9 2 18 2 2 4 1 29 184

小矢部市 12 10 37 1 0 1 7 0 3 0 4 1 19 13 4 13 2 1 2 0 17 147

南砺市 43 4 48 6 2 2 13 0 3 2 18 1 19 24 3 117 2 2 4 1 25 339

射水市 8 2 47 1 9 6 11 4 16 0 14 5 33 33 6 12 2 2 2 1 44 258

舟橋村 4 0 1 0 0 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9

上市町 5 7 11 1 0 4 8 0 1 1 2 0 2 3 1 9 1 2 1 0 9 68

立山町 31 3 19 0 0 0 6 0 2 2 1 0 1 6 2 40 1 2 0 1 15 132

入善町 18 2 12 2 1 0 2 0 0 2 1 0 4 7 3 13 0 2 1 1 11 82

朝日町 7 0 13 2 1 0 3 0 2 1 1 0 2 12 0 20 1 1 0 0 4 70

計 308 72 539 53 36 70 145 19 105 21 116 72 298 355 58 622 30 44 38 15 415 3,431  
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４ 工場・事業場の監視調査 

 

(1)  工場・事業場の立入検査 

工場・事業場を対象に水質汚濁防止法及び富山県公害防止条例に基づく立入検査を行い、

排水基準の適合状況及び排水処理施設の維持管理状況等について検査した。その結果は、  

表４－１のとおりであり、排水基準に不適合であった４事業場に対して、表４－２のとおり

改善指導を行った。（富山市実施分を除く。） 

 

表４－１ 水質関係立入検査状況（25年度） 

 

立入検査
件数

排出水に係る
指導件数

立入検査
件数

排出水に係る
指導件数

農業 1 0 電気機械器具製造業 13 0

設備工事業 1 0 輸送用機械器具製造業 3 0

食料品製造業 21 1 その他の製造業 3 0

飲料・たばこ・飼料製造業 5 0 電気業 1 0

繊維工業 7 0 水道業 26 0

印刷・同関連産業 2 0 運輸業 3 0

パルプ・紙・紙加工品製造業 3 0 卸売業・小売業 3 0

化学工業 20 1 飲食・宿泊業 8 0

プラスチック製品製造業 2 0 協同組合 1 0

窯業・土石製品製造業 3 0 洗濯・理容・美容・浴場業 3 0

鉄鋼業 8 1 廃棄物処理業 4 0

非鉄金属製造業 4 0 娯楽業 1 0

金属製品製造業 27 0 医療業 2 0

一般機械器具製造業 2 0 その他 13 1

計 190 4  

 

 

表４－２ 改善指導内容（25年度） 

 

業種 対象項目 指導内容 

食料品製造業 pH 

排水基準不適合の原因究明及び対策の実施 
化学工業 四塩化炭素 

鉄鋼業 BOD 

その他 BOD 
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 (2)  ゴルフ場農薬実態調査 

 

ア 農薬使用状況 

富山県ゴルフ場農薬安全使用指導要綱に基づき、県内 16 ゴルフ場から報告された、25 年 

  １月～12月の農薬使用総量は、表４－３のとおりであった。 

 

表４－３ ゴルフ場農薬使用総量（平成 25年） 

 

 殺虫剤 殺菌剤 除草剤    その他    

使用量（kg・L） 2,101 6,057 5,965 71 

   注 使用量の単位は、粒剤の農薬については kg、液剤の農薬については L で表す。 

 

 

イ 水質調査 

富山県ゴルフ場農薬安全使用指導要綱の遵守状況について、８か所のゴルフ場に立入検査

を行った結果は、表４－４のとおりであり、排出水中の農薬の濃度は環境省の暫定指導指針

値及び県指導値以下であった。 

また、県内 16 か所すべてのゴルフ場において、排出水の自主測定が年２回以上実施されて

おり、測定結果はいずれも環境省の暫定指導指針値及び県指導値以下であった。 
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表４－４ ゴルフ場排水の農薬調査結果（25 年度） 

（単位：㎎/L）  

0／8 0／8 ND 1.8 - 0.01

0／8 0／8 ND 0.063 0.08 0.003

0／8 0／8 ND 0.08 0.008 0.003

0／8 0／8 ND 1.5 - 0.01

0／1 0／1 ND 0.82 - 0.008

0／8 0／8 ND 2.5 - 0.02

0／8 0／8 ND 0.02 0.004 0.001

0／8 0／8 ND 0.05 0.005 0.003

0／8 0／8 ND 0.47 - 0.004

0／8 0／8 ND 0.8 - 0.008

0／8 0／8 ND 0.42 - 0.004

0／8 0／8 ND 0.05 0.03 0.003

0／8 0／8 ND - 0.002 0.001

0／8 0／8 ND 0.03 0.003 0.001

0／8 0／8 ND 1 - 0.01

0／8 0／8 ND 4.7 - 0.04

0／8 0／8 ND 2.6 0.04 0.02

0／8 0／8 ND 3 0.3 0.03

0／6 0／6 ND - 0.006

0／8 0／8 ND 0.04 0.004 0.003

0／8 0／8 ND 0.4 0.04 0.004

0／8 0／8 ND 3 0.3 0.03

0／8 0／8 ND 0.4 0.04 0.004

0／8 0／8 ND 0.5 0.05 0.005

0／8 0／8 ND 0.25 - 0.003

0／8 0／8 ND 0.3 - 0.003

0／8 0／8 ND 0.22 - 0.003

0／8 0／8 ND 0.2 0.006 0.003

2／8 2／8 ND～0.006 0.5 - 0.005

0／8 0／8 ND 0.1 - 0.003

0／8 0／8 ND 0.77 - 0.007

0／8 0／8 ND 0.5 - 0.005

0／8 0／8 ND 2 0.08 0.02

0／8 0／8 ND 2.3 0.2 0.02

0／8 0／8 ND 0.5 - 0.005

0／8 0／8 ND 1.4 0.04 0.01

0／8 0／8 ND 1.1 - 0.01

0／8 0／8 ND - 0.2

0／4 0／4 ND 0.3 - 0.003

0／8 0／8 ND 0.05 0.005

0／8 0／8 ND 1 0.1 0.01

分
類

農　薬　名
検出ゴルフ場数

／
調査ゴルフ場数

検出数
／

検体数

調査結果
暫定指導
指針値

県指導値
定　　量
下限値

殺
虫
剤

アセタミプリド

アセフェート

イソキサチオン

イミダクロプリド

エトフェンプロックス

クロチアニジン

クロルピリホス

ダイアジノン

チアメトキサム

チオジカルブ

テブフェノジド

トリクロルホン（ＤＥＰ）

ピリダフェンチオン

フェニトロチオン（ＭＥＰ）

ペルメトリン

プロピコナゾール

ペンシクロン

ボスカリド

ホセチル 23

 0.06
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ

として

エトリジアゾール（エクロメゾール）

オキシン銅（有機銅）

キャプタン

クロロタロニル（ＴＰＮ）

イミノクタジンアルベシル酸塩及び
イミノクタジン酢酸塩

クロロネブ

ジフェノコナゾール

シプロコナゾール

シメコナゾール

チウラム

チフルザミド

テトラコナゾール

テブコナゾール

トリフルミゾール

トルクロホスメチル

フルトラニル

ポリカーバメート

メタラキシル及びメタラキシルＭ
  0.58
ﾒﾀﾗｷｼﾙ
として

メプロニル

殺
菌
剤

アゾキシストロビン

イソプロチオラン

イプロジオン
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0／8 0／8 ND 2 0.2 0.02

0／8 0／8 ND 1 - 0.01

0／8 0／8 ND 0.24 - 0.003

0／8 0／8 ND 0.07 - 0.003

0／8 0／8 ND 0.8 - 0.008

0／8 0／8 ND 0.095 0.008 0.003

0／8 0／8 ND 3 - 0.03

0／8 0／8 ND 0.03 0.003 0.001

0／8 0／8 ND - 0.02 0.003

0／8 0／8 ND 0.06 0.006 0.003

0／8 0／8 ND 0.3 0.03 0.003

0／8 0／8 ND 2.6 - 0.02

0／8 0／8 ND 0.23 0.02 0.003

0／8 0／8 ND 0.2 0.004 0.003

0／8 0／8 ND 0.3 - 0.003

0／8 0／8 ND 0.5 0.008 0.005

0／8 0／8 ND - 0.1 0.01

0／8 0／8 ND 3.1 0.05 0.01

0／8 0／8 ND 0.1 0.08 0.008

0／8 0／8 ND 0.005 0.004

分
類

農　薬　名
検出ゴルフ場数

／
調査ゴルフ場数

検出数
／

検体数
調査結果

暫定指導
指針値

定　　量
下限値

除
草
剤

アシュラム

エトキシスルフロン

オキサジクロメホン

カフェンストロール

シクロスルファムロン

ジチオピル

シデュロン

シマジン（ＣＡＴ）

テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）

トリクロピル

ナプロパミド

ハロスルフロンメチル

ピリブチカルブ

ベンフルラリン（ベスロジン）

メコプロップカリウム塩（ＭＣＰＰカリウム塩）、
メコプロップジメチルアミン塩（ＭＣＰＰジメ
チルアミン塩）、メコプロップＰイソプロピル
アミン塩及びメコプロップＰカリウム塩

  0.47
ﾒｺﾌﾟﾛｯﾌﾟ
として

ブタミホス

フラザスルフロン

プロピザミド

ベンスリド（ＳＡＰ）

ペンディメタリン

県指導値

注１ ＮＤとは、定量下限値未満をいう。 

注２ 暫定指導指針値については、26 年３月末時点の指針値である。 

 

(3)  毒物劇物の監視指導 

毒物及び劇物取締法に基づく届出対象である毒物劇物業務上取扱者延べ 45工場・事業場を

対象に立入検査を行い、飛散、流出等の防止措置及び保管管理の状況等について検査した結

果は、表４－５のとおりであり、８工場・事業場に対して法に基づく表示等について指導し

た。 

また、講習会を開催し、適正な毒物劇物の保管管理を徹底するよう指導した。 

 

表４－５ 毒物劇物業務上取扱者監視状況（25年度） 

 

 電気めっき業 金属熱処理業 運送業 その他 合 計 

工場・事業場 27  １ 25 － 53 

立入検査件数 22（4） １（１） 
7（2） 

［３（0）］ 
15（１） 

45（8） 

［３（0）］ 

注１ （ ）内は指導件数である。 

注２ ［ ］内は、富山県警察の依頼により実施した路上取締り件数である。 
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５ 水質環境の保全施策 

 

(1)  水質環境計画（クリーンウオーター計画） 

   本県の豊かで清らかな水環境を、県民共有の財産として将来に引き継いでいくため、県で

は、昭和 62年２月に水質環境計画（クリーンウオーター計画）を策定し、逐次改定しながら、

施策を推進してきた。 

      近年、海域の水質環境基準達成率が一時期低下したほか、ダイオキシン類等の有害化学物

質による人の健康や生態系への影響が懸念されている。一方、水質の向上を背景に、県民の

水環境に対するニーズは、うるおいのある水辺や安らぎのある快適な水環境を求めるなど多

様化しており、また、水域の利用目的も、親水的な利用など、高度化している面がある。 

    現行の計画は、このような状況を踏まえて、水質環境の現状と課題を整理し、課題に対応

する施策を追加・拡充するなど、平成 20 年３月に改定したものである。 

 

ア 水質環境計画の概要 

(ｱ) 性格 

この計画は、「富山県環境基本条例」に基づく水質の汚濁の防止に関する個別計画であり、 

河川、湖沼、海域及び地下水の水質環境の保全を総合的かつ計画的に推進するための基本

となる方向を示すものである。 

また、将来にわたって確保すべき望ましい環境目標を定め、この目標を実現するための

県の施策を体系的に示し、県民、事業者及び市町村と連携・協力して推進していくもので

ある。 

さらに、県の事業の実施にあたり、水環境を利用する際の指針となるものであり、市町

村の事業や県民、事業者の活動においても、配慮されることを期待するものである。 

(ｲ) 目標 

    『魚がすみ、水遊びが楽しめる川、湖、海及び清らかな地下水』とし、具体的には、    

「きれいな水」と「うるおいのある水辺」とする。 (表５－１)  

 

表５－１ 水質環境計画の具体的な目標 

 

きれいな水 うるおいのある水辺 

 公共用水域及び地下水において、水質汚濁

に係る環境基準が達成されていること。 

 さらには、公共用水域の生活環境項目につ

いては、 

河川は環境基準の B類型相当以上の水質、

湖沼は環境基準の A類型相当以上の水質、

海域は環境基準の B類型相当以上の水質 

であること。 

周辺の景観と調和が図られ、水や緑、魚など

の自然と触れ合うことができ、散策など憩いの場

が確保されていること。 
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 イ 計画の施策 

   特に重点的に取組む施策は次のとおりである。 

(ｱ) 環境基準類型指定等の検討 

利用目的が高度化している水域や継続して上位の類型に相当する良好な水質を維持して

いる水域について、環境基準の類型指定を見直す。また、水生生物の生息環境を含め、   

水環境を総合的な観点から保全していくため、水生生物保全環境基準（全亜鉛）の類型指

定を進める。 

(ｲ) 安全・安心な水環境の確保 

    工場等における油や化学物質の流出等の水質事故の未然防止に向けて、実効性のある公 

害防止管理体制の確保や環境リスク管理を推進する。また、ダイオキシン類による汚染が 

みられる富岩運河等は、改善対策の検討を推進する。 

(ｳ) 海域の環境保全 

水産等への被害を未然に防止するため、海域へ流入する窒素、りんの削減対策（生活 

排水、産業排水、農業排水等）を推進する。 

(ｴ)  水環境保全活動の拡大 

県民や各種環境保全団体で実施されている水環境保全活動の情報を県内外に発信するこ

と等により活動を促進する。また、環境情報の提供等により、水環境に関する環境学習や

環境保全活動への県民の参加を促進するとともに、環境教育の指導者の養成に努める。 

 

ウ 計画の推進 

(ｱ) 県民、事業者、行政の役割 

    社会の構成員が持続可能な社会の構築に「参加」することを目指して、取組みを進める。 

県民、事業者及び市町村には、次に示す役割に沿って、積極的に水環境の保全に向けた取 

組みを進めることが期待される。 

(ｲ) 計画の推進体制 

    計画を総合的かつ効果的に推進するため、表５－２に示す「富山県水質環境計画推進協

議会」において、施策の実施状況等について意見・情報交換を行う。 

(ｳ) 計画の進行管理 

    公共用水域及び地下水の水質調査等を実施し、水質汚濁の状況を把握するとともに、各 

種施策や環境保全活動の実施状況など、関連する情報の収集に努める。 

  

なお、前回（20年３月）の改定後、新たに導入された水質環境基準項目への対応、法改正

に伴う規制強化への対応、富山湾の「世界で最も美しい湾クラブ」への加盟（26 年 10 月）

等を契機とした「森・川・海」のつながりを意識した水環境保全活動の推進などの課題が生

じていることから、26年度に水質環境計画の改定を検討することとしている。 
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表５－２ 富山県水質環境計画推進協議会 委員 

 

関 係 団 体 行 政 機 関 

富山県商工会議所連合会 

富山県商工会連合会 

一般社団法人富山県経営者協会 

富山県農業協同組合中央会 

富山県土地改良事業団体連合会 

富山県森林組合連合会 

富山県漁業協同組合連合会 

富山県内水面漁業協同組合連合会 

富山県環境保健衛生連合会 

富山県消費者協会 

富山県婦人会 

富山県生活学校連絡協議会 

公益社団法人富山県浄化槽協会 

公益財団法人とやま環境財団 

北陸農政局 

中部経済産業局 

北陸地方整備局 

中部地方環境事務所 

富山県生活環境文化部次長 

富山県土木部次長 

富山県農林水産部次長 

富山市 

富山県市長会 

富山県町村会 

 

 

(2) 水質環境計画の推進状況 

 

ア 水環境保全活動の推進 

    「とやまの名水」等の優れた水環境を保全していくため、地域で行われる水環境保全活動

を支援している。また、県内の先駆的な水環境保全活動事例や水環境保全関連イベント等の

情報を併せて紹介するホームページ「とやま名水ナビ」を開設している。 

 

イ 富山湾水質改善対策 

富山湾海域の水質保全対策を推進するため、13年度に改定した水質環境計画において、 

表５－３のとおり、県独自に富山湾海域に窒素、りんの水質環境目標値を設定するとともに、 

海域に流入する窒素、りんの排出負荷量の削減を図るための排水対策を推進している。 

工場・事業場対策として、主要な５工場・事業場において排水中の窒素、りん含有量を 

測定するとともに、窒素、りん削減の技術指導を行った。 

また、排水量が 50 m3/日以上の工場・事業場を対象に窒素、りんの排出量実態調査を実 

施したところ、表５－４のとおりであり、24 年度の窒素、りんの年間排出量は、基準年度

である 11年度と比較すると窒素で 36％減尐し、りんで 40％減尐していた。 

さらに、表５－５に示す事業者、行政等により構成される「富山湾水質改善対策推進協議

会」において、各事業者に対し窒素、りんの削減に向けた対策を改めて要請した。 



 - 29 - 

表５－３ 富山湾海域における窒素・りんの水質環境目標値 

 

水 域 名 窒 素 り ん 

小矢部川河口海域（乙） 0.17 mg/L 以下 0.016 mg/L 以下 

神通川河口海域（乙） 0.23 mg/L 以下 0.017 mg/L 以下 

その他の富山湾海域 0.14 mg/L 以下 0.010 mg/L 以下 

 

 

表５－４ 水質汚濁防止法の規制対象工場・事業場（排水量 50m3/日以上）からの排出負荷量 

（単位：t/日） 

H11 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H11 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

15.1 10.9 11.2 10.3 8.9 8.3 7.8 7.7 22.7 16.1 16.4 12.5 10.6 9.6 9.7 10.6

2.1 1.5 1.7 1.6 1.8 1.8 1.7 1.4 2.6 3.0 3.0 3.0 3.1 3.3 3.2 2.4

17.2 12.4 12.9 12.9 10.7 10.1 9.5 9.1 25.3 19.1 19.4 15.5 13.7 12.9 12.9 13.0

H11 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H11 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

23.0 13.3 15.0 13.9 11.8 12.5 11.5 13.0 0.84 0.81 0.59 0.48 0.41 0.47 0.44 0.44

3.7 4.8 4.8 4.7 4.6 5.0 5.1 4.0 0.28 0.36 0.39 0.33 0.34 0.28 0.28 0.23

26.7 18.1 19.8 18.6 16.3 17.5 16.6 17.0 1.12 1.17 0.98 0.81 0.75 0.75 0.72 0.67

全体　合計

ＣＯＤＢＯＤ

生活系（下水道等）

産業系計

生活系（下水道等）

合計

窒素 りん　

産業系計

 

 

表５－５ 富山湾水質改善対策推進協議会 会員 

 

工 場 ・ 事 業 場 行 政 機 関 

金剛化学㈱ 

JFE マテリアル㈱ 

第一ファインケミカル㈱ 

中越パルプ工業㈱高岡工場 

東洋紡㈱富山事業所庄川工場 

京セラサーキットソリューションズ㈱富山入善工場 

富山県神通川左岸浄化センター 

富山市浜黒崎浄化センター 

富山製紙㈱富山工場 

日産化学工業㈱富山工場 

日本高周波鋼業㈱富山製造所 

日本曹達㈱高岡工場 

パナソニックセミコンダクターソリューションズ㈱魚津地区 

細川機業㈱生産本部 

燐化学工業㈱ 

YKK㈱黒部事業所黒部工場 

富山県生活環境文化部環境政策課 

富山県環境科学センター 

富山県農林水産部農業技術課 

富山県農林水産部農村整備課 

富山県農林水産部水産漁港課 

富山県土木部都市計画課 

富山市環境部環境保全課 

富山市上下水道局下水道課 

 

調査項目・ 
年度 

業種 

調査項目・ 
年度 

業種 
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ウ 河川に係る環境基準の水域類型の指定の見直し 

   河川の水質環境基準のうちＢＯＤ等の生活環境項目については、水道、水産などの利用目

的に応じて設けられた区分（類型）ごとに環境基準値が定められており、知事が所管の河川、

湖沼、海域について類型を指定することにより、その類型の環境基準値が適用されることに

なっている。 

   県内の主要27河川51水域については、昭和40年代から50年代にかけて類型が指定され、

その後、県民等による様々な取組みにより多くの河川で水質が改善した。 

   この良好な水質を維持し、さらに向上させるため、22年４月に小矢部川等の４河川 10水

域について、23 年４月に木流川、笹川、境川の３水域について、これまでより１つ上位の

きれいな水質の類型への見直しを行った。 

 

エ 水生生物保全環境基準の水域類型の指定 

   河川における水生生物の保全を図るため、水生生物の生息状況及び水質汚濁の状況を踏ま

え、25年４月に県西部の９河川（阿尾川～新堀川）について、26年４月に県東部の 18 河川

（神通川～境川）について、水生生物保全環境基準（全亜鉛）の水域類型を指定した。 

 

(3)  ゴルフ場における農薬安全使用指導要綱に基づく指導 

 

ア 経緯 

ゴルフ場農薬の使用による周辺住民の健康や環境に与える影響についての懸念やゴルフ場 

開発計画の急増等を踏まえ、ゴルフ場における農薬の安全かつ適正な使用を確保し、農薬の

使用に伴う被害の防止及び環境の保全を図るため、富山県ゴルフ場農薬安全使用指導要綱を

制定し、２年４月から施行した。 

また、農薬による水質汚濁の防止を強化するため、同要綱を改正し、４年３月に 30種類の 

農薬について指導値を定め、さらに 10年３月には５種類の農薬を追加した。 

 なお、25年６月に国において「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫

定指導指針」が一部改正されたことから、26年度に同要綱の改正を検討することとしている。 

 

イ ゴルフ場における農薬安全使用指導要綱の概要 

・登録農薬の使用及び表示事項の遵守 

・農薬使用管理責任者の設置 

・農薬の使用状況等の記録と報告 

・農薬使用による被害の防止 

・水質の監視測定及び報告 

・排出水の指導値（指導値は 141 ページのとおり） 

・農薬による事故時の措置及び報告 

・知事の指導及び立入検査 
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６ 水質関係の各種調査 

 

(1)  底質の重金属調査 

 

ア 調査概要 

公共用水域における底質の重金属の状況を把握し、水質汚濁の未然防止に資するため、河川及び

港湾 20 地点で、総水銀、カドミウム、鉛等５項目について調査を実施した。 

 

イ 調査結果 

調査結果は、表６－１のとおりであり、総水銀については、暫定除去基準（河川 25ppm）を超え

る地点はなかった。 

 

表６－１ 重金属底質調査結果（25 年度） 

総水銀 カドミウム 鉛 ひ素 総クロム 強熱減量

(mg/kg) (mg/kg) (mg/kg) (mg/kg) (mg/kg) （％）

城 光 寺 橋 0.2 0.4 22 6.1 59 5.3

国 条 橋 ND ND 6 3.2 21 1.6

千 保 川 地 子 木 橋 0.09 0.3 31 4.6 170 1.5

祖 父 川 新 祖 父 川 橋 0.02 0.2 15 6.6 45 1.7

大 門 大 橋 ND 0.1 11 4.3 19 1.1

雄 神 橋 0.01 0.2 15 5.4 26 2.2

和 田 川 芹 谷 橋 0.02 0.1 13 5.1 39 3.2

成 子 大 橋 0.02 ND 49 8.2 40 4.3

小 羽 付 近 ND 0.1 170 8.4 50 1.4
高 原 川 新 猪 谷 橋 ND ND 120 8.4 100 1.0
赤 江 川 落 合 橋 0.01 ND 11 5.2 40 1.5
長 棟 川 長 棟 発 電 所 ND ND 12 3.9 ND 1.3

東 西 橋 ND ND 6 2.2 ND 1.1

岩 瀬 橋 2.1 ND 150 11　' 130 6.8

萩 浦 小 橋 3.7 1.7 150 21　' 960 15.2

下 新 橋 0.18 2.5 93 12　' 90 5.8

前 川 橋 0.26 ND 65 8.2 150 5.4

港 口 0.02 ND 26 5.4 10 1.3

港 中 央 0.12 ND 60 9.0 60 7.6

港 奥 1.1 0.1 180 12　' 250 8.7
0.01 0.1 1 0.5 10 －

区 分 水　域　名 調査地点名

調　　査　　結　　果

小 矢 部 川

定　量　下　限　値

河 川

住 友 運 河

港湾 富山港

白 岩 川

岩 瀬 運 河

庄 川

神 通 川

富 岩 運 河

 

注 ＮＤとは、定量下限値未満をいう。 
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(2) 窒素・りんの環境調査 

 

ア 調査概要 

河川や海域における全窒素及び全りんの実態を把握するため、河川 51 地点、湖沼６地点、海域 

28 地点の合計 85 地点で調査を実施した。 

 

表６－２ 公共用水域における全窒素・全りんの水質調査結果（25年度）  

（単位：mg/L） 

阿 尾 橋 0.67 0.060 下 黒 部 橋 0.22 0.012

間 島 橋 0.55 0.048 末 端 0.45 0.077

北 の 橋 0.68 0.084 赤 川 橋 0.45 0.038

八 幡 橋 2.9 0.22 上 朝 日 橋 0.36 0.007

湊 川 中 の 橋 1.1 0.16 舟 川 舟 川 橋 0.47 0.060

河 口 1.0 0.054 末 端 0.51 0.044

太 美 橋 0.53 0.044 笹 川 橋 0.43 0.012

千 保 川 地 子 木 橋 0.80 0.074 境 橋 0.47 0.005

祖 父 川 新 祖 父 川 橋 0.80 0.055 え ん 堤 付 近 0.32 0.005

山 田 川 福 野 橋 0.65 0.12 湖 中 央 0.31 0.006

二 ケ 渕 え ん 堤 0.38 0.053 え ん 堤 付 近 0.18 0.004

大 門 大 橋 0.25 0.014 湖 中 央 0.19 0.004

雄 神 橋 0.27 0.011 え ん 堤 付 近 0.23 0.008

和 田 川 末 端 0.29 0.016 湖 中 央 0.19 0.010

山 王 橋 0.69 0.049 富 山 新 港 № 1 0.26 0.041

西 橋 0.70 0.067 富 山 新 港 № 2 0.30 0.037

稲 積 橋 0.91 0.086 富 山 新 港 № 3 0.53 0.053

白 石 橋 1.3 0.11 富 山 新 港 № 4 0.37 0.061

西 部 排 水 機 場 0.61 0.12 第 一 貯 木 場 姫 野 橋 0.56 0.093

東 部 排 水 機 場 0.87 0.16 中 野 整 理 場 中 央 0.59 0.067

萩 浦 橋 1.6 0.025 小 矢 部 川 小矢部川河口海域№2 0.29 0.021

神 通 大 橋 0.97 0.025 河 口 海 域 小矢部川河口海域№3 0.30 0.024

宮 川 新 国 境 橋 0.49 0.027 小矢部川河口海域№5 0.22 0.014

高 原 川 新 猪 谷 橋 0.39 0.010 小矢部川河口海域№6 0.21 0.015

い た ち 川 四 ツ 屋 橋 0.65 0.037 神 通 川 神通川河口 海域 № 1 0.23 0.012

松 川 桜 橋 0.68 0.041 河 口 海 域 神通川河口 海域 № 2 0.36 0.013

萩 浦 小 橋 0.63 0.055 神通川河口 海域 № 3 0.28 0.015

岩 瀬 橋 2.4 0.047 神通川河口 海域 № 4 0.21 0.012

今 川 橋 0.38 0.020 神通川河口 海域 № 5 0.32 0.014

東 西 橋 0.64 0.050 神通川河口 海域 № 6 0.27 0.014

泉 正 橋 0.61 0.052 そ の 他 小矢部川河口海域№7 0.21 0.012

栃 津 川 流 観 橋 0.58 0.042 富 山 湾 神通川河口 海域 № 7 0.18 0.011

寺 田 橋 0.46 0.023 海 域 その他地先 海域 № 1 0.15 0.008

魚 躬 橋 0.62 0.037 その他地先 海域 № 2 0.19 0.011

落 合 橋 0.79 0.055 その他地先 海域 № 3 0.19 0.011

早 月 橋 0.58 0.007 その他地先 海域 № 4 0.24 0.013

角 川 橋 0.64 0.050 その他地先 海域 № 5 0.21 0.009

港 橋 0.64 0.039 その他地先 海域 № 6 0.25 0.011

落 合 橋 0.76 0.033 その他地先 海域 № 7 0.23 0.010

布 施 川 落 合 橋 0.53 0.032 その他地先 海域 № 8 0.22 0.009

石 田 橋 0.86 0.061 その他地先 海域 № 9 0.16 0.008

立 野 橋 3.1 0.073 その他地先海域№10 0.15 0.008

吉 田 橋 1.0 0.035

調 査 地 点 名 全窒素 全りん

阿 尾 川 黒 部 川

水  域  名 調 査 地 点 名 全窒素 全りん 水  域  名

余 川 川 入 川

上 庄 川 小 川

仏 生 寺 川

小 矢 部 川 木 流 川

笹 川

境 川

境 川 ダ ム貯 水池

（ 桂 湖 ）

有 峰 ダ ム貯 水池

庄 川 （ 有 峰 湖 ）

黒 部 ダ ム貯 水池

高 橋 川

（ 黒 部 湖 ）

内 川 富 山 新 港 海 域

下 条 川

新 堀 川

吉 田 川

西部主幹排水路

東部主幹排水路

神 通 川

富
山
湾

富 岩 運 河

岩 瀬 運 河

常 願 寺 川

白 岩 川

上 市 川

中 川

早 月 川

角 川

鴨 川

片 貝 川

黒 瀬 川

注 測定値は、年平均値である。 
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イ 調査結果 

調査結果は、表６－２のとおりであった。 

また、富山湾海域における全窒素は、環境基準のＩ類型（0.2 mg/L 以下）～Ⅲ類型（0.6 mg/L

以下）、全りんの濃度は環境基準のⅠ類型（0.02 mg/L 以下）に相当する水質であり、水質環境計画

で設定した水質環境目標の適合率は、表６－３に示すとおり全窒素で６％、全りんは 65％であった。 

 

 

表６－３ 全窒素・全りんの水質環境目標の適合状況 

全窒素 全りん 全窒素 全りん 全窒素 全りん

小 矢 部 ５ 0.22 0.014 × ○

小 矢 部 ６ 0.21 0.015 × ○

神 通 ４ 0.21 0.012 ○ ○

神 通 ５ 0.32 0.014 × ○

神 通 ６ 0.27 0.014 × ○

小 矢 部 ７ 0.21 0.012 × ×

神 通 ７ 0.18 0.011 × ×

そ の 他 １ 0.15 0.008 × ○

そ の 他 ２ 0.19 0.011 × ×

そ の 他 ３ 0.19 0.011 × ×

そ の 他 ４ 0.24 0.013 × ×

そ の 他 ５ 0.21 0.009 × ○

そ の 他 ６ 0.25 0.011 × ×

そ の 他 ７ 0.23 0.010 × ○

そ の 他 ８ 0.22 0.009 × 〇

そ の 他 ９ 0.16 0.008 × ○

そ の 他 10 0.15 0.008 × ○

水　域　名 調査地点名
水質環境目標値 年間平均値（mg/L） 適合状況

富
 
 
 

山
 
 
 

湾

小 矢 部 川
河 口 海 域

0.17
mg/L以下

0.016
mg/L以下

神 通 川
河 口 海 域

0.23
mg/L以下

0.017
mg/L以下

そ の 他
富 山 湾 海 域

0.14
mg/L以下

0.010
mg/L以下
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(3)  要監視項目の環境調査 

 

ア 調査概要 

公共用水域における要監視項目の実態を把握するため、河川 52地点、海域１地点で調査を実施し 

た。 

 

イ 調査結果 

調査した要監視項目 15項目のうち、ニッケル、モリブデン、全マンガン及びウランの４項目が検

出されたが、環境省の指針値を超えた地点はなかった。 

   

 

表６－４ 河川及び海域における要監視項目調査結果（25年度） 

調査項目
調　査
地点数

検出
地点

調査結果
(mg/L)

指　針　値
超過地点数

指針値
(mg/L)

定量下限値
(mg/L)

クロロホルム 52 0 ND 0 0.06 0.0006

フェノール 1 0 ND 0 － 0.001

トランス-1,2-ジクロロエチレン 52 0 ND 0 0.04 0.004

1,2-ジクロロプロパン 52 0 ND 0 0.06 0.006

ｐ-ジクロロベンゼン 52 0 ND 0 0.2 0.02

フェニトロチオン 52 0 ND 0 0.003 0.0003

イソプロチオラン 52 0 ND 0 0.04 0.004

フェノブカルブ 52 0 ND 0 0.03 0.003

トルエン 52 0 ND 0 0.6 0.06

キシレン 52 0 ND 0 0.4 0.04

ニッケル 52 13 ND～0.045 0 － 0.001

モリブデン 52 4 ND～0.031 0 0.07 0.007

アンチモン 52 0 ND 0 0.02 0.002

全マンガン 53 31 ND～0.19 0 0.2 0.02

ウラン 52 11 ND～0.0007 0 0.002 0.0002  

注 ＮＤとは、定量下限値未満をいう。                                     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



                    - 35 -    

 

(4)  海水浴場の水質調査 

 
ア 調査概要 

海水浴場の水質実態を把握するため、主要８海水浴場について調査を実施した。 

(ｱ) 調査時期 

開設前：５月中旬から下旬 

開設中：７月中旬から８月上旬 

(ｲ) 調査海水浴場 

小境（氷見市）、島尾（氷見市）、雨晴・松太枝浜（高岡市）、八重津浜（富山市）、岩瀬浜（富

山市）、浜黒崎（富山市）、石田浜（黒部市）、宮崎・境海岸（朝日町） 

(ｳ) 調査項目 

ふん便性大腸菌群数、ＣＯＤ、油膜の有無、透明度、病原性大腸菌Ｏ-157 

 

イ 調査結果 

調査結果は、表６－５のとおりであり、すべての海水浴場で水浴可能な水質であった。 

海水浴場の判定基準によれば、開設前は、８海水浴場すべてにおいて良好な水質であり、５海水

浴場で「適、水質ＡＡ」、３海水浴場で「適、水質Ａ」であった。また、開設中は、４海水浴場で

「適、水質ＡＡ」、４海水浴場で「適、水質Ａ」であった。 
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表６－５ 海水浴場水質調査結果（25年度） 

   

開設前（５月） 

海水浴場 

ふん便性  

大腸菌群数

(個/100mL) 

ＣＯＤ  

(mg/L) 

油膜 

の有無 

透明度 

(ｍ) 

病原性 

大腸菌 

Ｏ-157 

判定 

小     境（氷見市） ２未満 1.2 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 

島     尾（氷見市） ２未満 1.4 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 

雨晴・松太枝浜（高岡市） ２ 1.4 なし 全透 不検出 水質Ａ 適 

八 重 津 浜（富山市） ２未満 1.3 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 

岩  瀬  浜（富山市） 16 1.1 なし 全透 不検出 水質Ａ 適 

浜  黒  崎（富山市） 18 1.3 なし 全透 不検出 水質Ａ 適 

石  田  浜（黒部市） ２未満 1.5 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 

宮 崎・境 海 岸（朝日町） ２未満 1.7 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 

 

 

 開設中(７～８月) 

海水浴場 

ふん便性  

大腸菌群数

(個/100mL) 

ＣＯＤ  

(mg/L) 

油膜 

の有無 

透明度 

(ｍ) 

病原性 

大腸菌 

Ｏ-157 

判定 

小     境（氷見市） ２未満 1.2 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 

島     尾（氷見市） ２未満 1.2 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 

雨晴・松太枝浜（高岡市） ２未満 1.3 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 

八 重 津 浜（富山市） ２ 1.6 なし 全透 不検出 水質Ａ 適 

岩  瀬  浜（富山市） ２ 1.5 なし 全透 不検出 水質Ａ 適 

浜  黒  崎（富山市） 11 1.0 なし 全透 不検出 水質Ａ 適 

石  田  浜（黒部市） ３ 1.9 なし 全透 不検出 水質Ａ 適 

宮 崎・境 海 岸（朝日町） ２未満 1.2 なし 全透 不検出 水質ＡＡ 適 
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(5)  湖沼の水質調査 

 

ア 調査概要 

県内の主要な湖沼の水質汚濁の状況を把握し、水質汚濁の未然防止に資するため、水質調査を実

施した。 

(ｱ) 調査湖沼 

調査は表６－６に示す２湖沼で実施した。 

(ｲ) 調査地点及び調査回数 

湖中央及びダムえん堤付近の２地点で、８月及び 10～11 月に調査を実施した。 

(ｳ)  調査項目 

透明度、ｐＨ、ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯ、全窒素、全りん、クロロフィル a 

 

イ 調査結果 

調査結果は、表６－７のとおりであった。 

有機汚濁の指標であるＣＯＤについては、２湖沼とも環境基準のＡ類型（３ mg/L 以下）に相当 

する水質であった。 

 

表６－６ 調査湖沼 

湖沼名 所在地 
有効貯水量 

（千ｍ３） 

湛水面積 

（ｋｍ２） 
主な利水目的 

刀利ダム貯水池 南砺市福光刀利 23,400 1.03 発電、農業 

朝日小川ダム貯水池 下新川郡朝日町山崎字道口 3,580 0.29 発電、洪水調節 

 

 

表６－７ 調査結果 

湖沼名 
調査 

回数 

調   査   項   目 

透明度 

(m) 
ｐH 

COD 

(mg/L) 

ＳＳ 

(mg/L) 

DO 

(mg/L) 

全窒素 

(mg/L) 

全りん 

(mg/L) 

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a 

(μg/L) 

刀利ダム貯水池 ２ 2.4 7.4 1.7 ３ 8.7 0.37 0.009 13 

朝日小川ダム貯水池  ２ 2.9 7.3 1.3 ４ 8.7 0.31 0.007 6.1 

注 測定値は年平均値である。 
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(6)  立山環境調査 

 立山地区の環境保全を図るため、図６－１に示す常願寺川上流部の河川等の環境７地点及び周辺

発生源 11事業場の水質調査を実施した。 

 その結果、河川環境においては表６－８のとおりであり、ＢＯＤ（またはＣＯＤ）で評価すると、

概ねこれまでの調査結果の範囲内であった。また、発生源については、いずれも排水基準に適合し

ていた。 

 

表６－８ 立山環境調査（河川環境調査）結果（25 年度） 

ＢＯＤ ＳＳ
(mg/L) (mg/L)

① み く り が 池 4.8 0.5未満 1未満

② 雷 鳥 沢 7.0 0.5未満 1未満
③ 紺 谷 川 合 流 点 下 流 5.0 0.5未満 1未満
④ 大 谷 上 流 6.8 0.5未満 1未満

⑤ 一 の 谷 6.5 0.5未満 1未満
⑥ ハ ン ノ キ 谷 5.8 0.5未満 1未満

称 名滝 下流 ⑦ 常 願 寺 川 瓶 岩 橋 7.0 0.5未満 4

区分 ｐＨ

称 名滝 上流

名　　　称

 

注１ ＢＯＤ欄中、「みくりが池」はＣＯＤの値である。 

注２ 「紺谷川合流点下流」は、地獄谷からの流水の影響を受けている。 

 

 

図６－１ 立山環境調査地点 
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(7)  水生生物調査 

水質保全意識の高揚を図るため、小学校や中学校、高等学校、エコクラブなどの協力を得て、  

河川の水生生物調査を実施しており、25 年度は、表６－９のとおり、４団体 848 名の参加により、

14 河川の 18 地点で調査を実施した。 

 

表６－９ 水生生物調査結果（25年度） 

調　査　地　点　名
水質
階級

調　査　団　体　名

高岡市醍醐 Ⅰ

南砺市　大門川河川公園 Ⅰ

南砺市　閑乗寺公園内 Ⅰ

南砺市　平スキー場付近 Ⅰ

南砺市荒見崎　以速寺付近 Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

南砺市利賀　国際キャンプ場内 Ⅰ

南砺市利賀　坂上砂利砕石プラント付近 Ⅰ

糸魚川市小滝　明星岩壁下 Ⅰ

糸魚川市小滝　砂防堤下 Ⅰ

群上市高鷲町ひるがの　分水嶺公園 Ⅰ

郡上市高鷲町西洞　夫婦滝下 Ⅰ

高山市荘川町牧戸　であいの森 Ⅰ

砺波市　雄神橋付近 Ⅰ

入善町　墓ノ木自然公園キャンプ場 Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

朝日町　境川中流 Ⅰ 県立入善高等学校（科学部）

計 14河川 18地点 ４団体、のべ848人

境 川

公益財団法人とやま環境財団
黒 部 川

小 矢 部 川

小矢部市　島分橋下

県立石動高等学校（科学部）

小矢部市　小矢部川大橋下

河　川　名

新 又 口 用 水

小 矢 部 川 支 流

御 手 洗川 源流 (庄 川支 流)
（ 庄 川 支 流 ）

親子わんぱく自然教室

東 大 谷 川

梨 谷 川

勧 行 寺 川 南砺市高瀬　あずまだち高瀬付近

百 瀬 川

利 賀 川

小 滝 川

庄 川

叺 谷

 

注 水質階級の判定と主な指標生物は以下のとおりである。 

Ⅰ（きれいな水） ：ウズムシ類、カワゲラ類、ヒラタカゲロウ類 

Ⅱ（少しきたない水） ：ヒラタドロムシ類等 

Ⅲ（きたない水） ：ミズムシ、タニシ類等 

Ⅳ（大変きたない水） ：エラミミズ、ユスリカ類等 

 

 

(8)  ダイオキシン類の環境調査 

河川、海域及び地下水について、ダイオキシン類の環境調査を実施した。調査結果は表６－10 の

とおりであった。 

河川水質及び河川底質については、富山市の富岩運河１地点で環境基準値を超えていたが、その

他の地点では環境基準を達成していた。 

海域水質、海域底質及び地下水質については、すべての調査地点で環境基準を達成していた。 
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表６－10 ダイオキシン類環境調査結果（25 年度） 

ア 河川（水質）                               

阿 尾 橋 年１回 0.068 0.068 富 山 県

間 島 橋 〃 0.085 0.085 〃

北 の 橋 〃 0.077 0.077 〃

八 幡 橋 〃 0.15 0.15 〃

湊 川 中 の 橋 〃 0.14 0.14 〃

城 光 寺 橋 〃 0.10 0.10 国土交通省（富山）

千 保 川 地 子 木 橋 〃 0.12 0.12 高 岡 市

祖 父 川 新祖父川橋 〃 0.14 0.14 〃

横 江 宮 川 末 端 〃 0.15 0.15 富 山 県

新 庄 川 橋 〃 0.072 0.072 国土交通省（富山）

大 門 大 橋 〃 0.068 0.068 〃

山 王 橋 〃 0.070 0.070 富 山 県

西 橋 年４回 0.11 0.083 0.091 0.087 0.093 〃

稲 積 橋 年１回 0.29 0.29 〃

白 石 橋 〃 0.098 0.098 〃

神 通 大 橋 〃 0.094 0.094 国土交通省（富山）

い た ち 川 四 ツ 屋 橋 年２回 0.086 0.12 0.10 富 山 市

松 川 桜 橋 〃 0.12 0.085 0.10 〃

萩 浦 小 橋 〃 5.3 1.0 3.2 〃

岩 瀬 橋 〃 0.097 0.095 0.096 〃

常 願 寺 橋 年１回 0.069 0.069 国土交通省（富山）

東 西 橋 年２回 0.11 0.15 0.13 富 山 市

魚 躬 橋 年１回 0.083 0.083 富 山 県

落 合 橋 〃 0.086 0.086 〃

早 月 橋 〃 0.064 0.064 〃

角 川 橋 〃 0.096 0.096 〃

港 橋 〃 0.070 0.070 〃

落 合 橋 〃 0.063 0.063 〃

布 施 川 落 合 橋 〃 0.070 0.070 〃

石 田 橋 年４回 0.20 0.10 0.21 1.2 0.43 〃

立 野 橋 年１回 0.067 0.067 〃

吉 田 橋 〃 0.17 0.17 〃

下 黒 部 橋 〃 0.068 0.068 国土交通省（黒部）

宇 奈 月 ダム 〃 0.067 0.067 〃

末 端 〃 0.066 0.066 富 山 県

赤 川 橋 〃 0.064 0.064 〃

末 端 〃 0.064 0.064 〃

笹 川 橋 〃 0.063 0.063 〃

境 橋 〃 0.062 0.062 〃

1環境基準

笹 川 - - -

境 川 - - -

小 川 - - -

木 流 川 - - -

- - -

入 川 - - -

- - -
黒 部 川

黒 瀬 川

高 橋 川 - - -

吉 田 川 - - -

片 貝 川 - - -

- - -

角 川 - - -

鴨 川 - - -

中 川 - - -

早 月 川 - - -

白 岩 川 - -

上 市 川 - - -

岩 瀬 運 河 - -

常 願 寺 川 - - -

- -

- -

富 岩 運 河 - -

新 堀 川 - - -

神 通 川 - - -

内 川
- - -

下 条 川 - - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- -

上 庄 川 - - -

仏 生 寺 川 - - -

庄 川

調　査　機　関
1回目 2回目 3回目 4回目 平 均

阿 尾 川 - - -

余 川 川 - - -

水　域　名 調査地点名 調査回数
調査結果 [pg-TEQ/L]

- - -

小 矢 部 川 -

 

 

 



                    - 41 -    

イ 河川（底質）        

水　域　名 調査地点名 調査回数 調　査　機　関

阿 尾 川 阿 尾 橋 年１回 0.34 富 山 県

余 川 川 間 島 橋 〃 0.68 〃

上 庄 川 北 の 橋 〃 0.60 〃

仏 生 寺 川 八 幡 橋 〃 0.45 〃

小 矢 部 川 城 光 寺 橋 〃 0.23 国土交通省（富山）

新 庄 川 橋 〃 0.21 〃

大 門 大 橋 〃 0.21 〃

神 通 川 神 通 大 橋 〃 0.22 〃

富 岩 運 河 萩 浦 小 橋 〃 富 山 市

常 願 寺 川 常 願 寺 橋 〃 0.21 国土交通省（富山）

白 岩 川 東 西 橋 〃 0.41 富 山 市

下 黒 部 橋 〃 0.21 国土交通省（黒部）

宇 奈 月 ダ ム 〃 0.48 〃

150

調査結果
[pg-TEQ/g]

庄 川

640

黒 部 川

環境基準  

                       

ウ 海域（水質）                            

水　域　名 調査地点名 調査回数 調　査　機　関

小 矢 部 川 河 口 海域 小 矢 部 ２ 年１回 0.071 富 山 県

富 山 新 港 海 域 新 港 １ 〃 0.070 〃

神 通 川 河 口 海 域 神 通 ２ 〃 0.068 〃

そ の 他 ４ 〃 0.064 〃

そ の 他 ５ 〃 0.068 〃

そ の 他 ８ 〃 0.063 〃

1

調査結果
 [pg-TEQ/L]

環境基準

そ の 他 富 山 湾 海 域

 

 

エ 海域（底質）                     

水　域　名 調査地点名 調査回数 調　査　機　関

小 矢 部 川 河 口 海域 小 矢 部 ２ 年１回 4.8 富 山 県

神 通 川 河 口 海 域 神 通 ２ 〃 4.0 〃

そ の 他 ４ 〃 0.63 〃

そ の 他 ８ 〃 0.81 〃

150

調査結果
[pg-TEQ/g]

環境基準

そ の 他 富 山 湾 海 域
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オ 地下水質                                        

市　町　村　名 調査地点 調査回数
調査結果

[pg-TEQ/L]
調　査　機　関

富 山 市 堀 年１回 0.047 富 山 市

〃 浜 黒 崎 〃 0.047 〃

〃 横 内 〃 0.047 〃

〃 馬 瀬 口 〃 0.047 〃

〃 婦 中 町 萩 島 〃 0.047 〃

〃 婦 中 町 轡 田 〃 0.047 〃

〃 婦中町小長沢 〃 0.047 〃

〃 万 願 寺 〃 0.047 〃

高 岡 市 野 村 〃 0.062 高 岡 市

〃 福岡町三日市 〃 0.062 〃

魚 津 市 火 の 宮 町 〃 0.062 富 山 県

氷 見 市 阿 尾 〃 0.064 〃

滑 川 市 田 中 新 町 〃 0.065 〃

黒 部 市 宇奈月町浦山 〃 0.062 〃

砺 波 市 青 島 〃 0.062 〃

小 矢 部 市 石 坂 〃 0.064 〃

南 砺 市 布 袋 〃 0.062 〃

射 水 市 上 野 〃 0.062 〃

上 市 町 荒 田 〃 0.062 〃

1環境基準  

 

 



 - 43 - 

７ 水質汚濁に係る事故等 

 

 

(1)  25 年度の水質汚濁事故等の概要 

25 年度の水質汚濁に係る事故等は、図７－１のとおり 39件であり、24 年度より減少した。

その内訳は、「油の流出」が 28件と最も多く、次いで「魚のへい死」が７件、「有害物質等の

流出」が４件であった。 

油流出事故については、一般家庭が発生源となる事故が 12件であり、その多くは冬期に発

生した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  水質汚濁事故対策連絡会議 

県では、水質汚濁事故の未然防止対策の啓発、関係者間の連携協力体制の強化を目的に、

市町村や関係機関、事業者団体などで構成される「富山県水質汚濁事故対策連絡会議」を 22

年度に設置し、各種の取組みを実施している。 

 

<25 年度実施内容> 

・ 冬期に一般家庭からの油流出事故が多発していることを踏まえ、「油流出事故防止に関す

る啓発リーフレット」を作成・配布し、各家庭や事業者に対して注意喚起を行った。 

・ 水質汚濁事故対応ハンディマニュアル等に基づく事故時の初動対応等を迅速に行うため、

関係機関を対象として、事故発生時の対応等に関する講習やオイルフェンス等の設置訓練を

行った。 

図７－１ 事故発生件数の推移 

家庭からの油流出事故の原因 種類別事故件数 

（件） 

63 

39 
47 

52 53 
その他：１件（8.3％） 

ホームタンクからの小分け中の 

不注意やバルブ締め忘れ 

：９件（75％） 

点検不良・ 

管理不備 

：２件（16.7%） 
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(3)  水質汚濁事故の内訳 

工
場
・
事
業
場

一
般
家
庭

そ
の
他

不
明

配
管
等
の
破
損

作
業
ミ
ス

点
検
・
管
理
不
備

そ
の
他
交
通
事
故
等

不
明

1 平成25年4月 小矢部川水系 油流出（不明） ○ ○

2 4月 神通川水系 油流出（不明） ○ ○

3 4月 白岩川水系 油流出（軽油） ○ ○

4 4月 中川水系 油流出（灯油） ○ ○

5 4月 神通川水系 油流出（不明） ○ ○

6 5月 片貝川水系 油流出（軽油） ○ ○

7 6月 庄川水系 油流出（不明） ○ ○

8 6月 富山湾 油流出（不明） ○ ○

9 6月 小矢部川水系
有害物質等
（含酢酸ビニル廃液）

○ ○

10 6月 富山湾
有害物質等
（四塩化炭素）

○ ○

11 7月 下条川水系
有害物質等
（トルエン）

○ ○

12 7月 片貝川水系 油流出（その他） ○ ○

13 7月 小矢部川水系 油流出（その他） ○ ○

14 7月 小矢部川水系 油流出（不明） ○ ○

15 7月 庄川水系 不明 ○ ○ ○

16 8月 鴨川水系 不明 ○ ○ ○

17 8月 その他（用水路） 不明 ○ ○ ○

18 8月 仏生寺水系 不明 ○ ○ ○

19 8月 小矢部川水系 油流出（A重油） ○ ○

20 8月 神通川水系 油流出（その他） ○ ○

21 9月 中川水系 油流出（軽油） ○ ○

22 9月 白岩川水系 不明 ○ ○ ○

23 9月 その他（土壌） 油流出（その他） ○ ○

24 10月 その他（用水路） 不明 ○ ○ ○

25 10月 神通川水系 不明 ○ ○ ○

26 10月 庄川水系 油流出（その他） ○ ○

27 10月 白岩川水系
有害物質等

（界面活性剤）
○ ○

28 11月 八幡堂川 油流出（灯油） ○ ○

29 12月 黒瀬川水系 油流出（その他） ○ ○

30 12月 神通川水系 油流出（灯油） ○ ○

31 12月 小矢部川水系 油流出（灯油） ○ ○

32 平成26年1月 常願寺川水系 油流出（A重油） ○ ○

33 1月 小矢部川水系 油流出（灯油） ○ ○

34 1月 神通川水系 油流出（灯油） ○ ○

35 1月 庄川水系 油流出（灯油） ○ ○

36 2月 その他（用水路） 油流出（灯油） ○ ○

37 2月 その他（排水路） 油流出（灯油） ○ ○

38 3月 寺川 油流出（灯油） ○ ○

39 3月 富山湾 油流出（灯油） ○ ○

発生源

魚
の
へ
い
死

原因別

No. 年月 流出先等 流出物
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地下水汚染未然防止リーフレット 

「地下水汚染未然防止リーフレット」 
掲載先 

 http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1706/kj00013076-002-01.html 
 

「事業者向け水質汚濁事故対策リーフレット」 
掲載先 

 http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1706/kj00013076-001-01.html 
 

「油流出事故防止に関するリーフレット」 
掲載先 

 http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1706/kj00010319.html 
 

「水質汚濁事故対応ハンディマニュアル」 
 掲載先 
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1706/kj00010320.html 



 - 46 - 

８ 26 年度において実施する主な取組み 

 

(1)  豊かで清らかな水環境の確保 

・ 新たに導入された水質環境基準項目への対応、法改正に伴う規制強化への対応、水環境保

全活動の推進などの課題が生じていることから、水質環境計画（クリーンウオーター計画） の

改定を検討する。 

・ 河川や湖沼、海域における環境基準の達成状況を把握するため、公共用水域及び地下水の

水質測定計画に基づき、河川、湖沼及び海域の 97地点と地下水 75 地点において、健康項目、

生活環境項目、要監視項目などについて、水質調査を実施する。 

・ 主要海水浴場において水質調査を実施する。 

・ 工場排水の排水基準の遵守状況等を監視するため、立入検査を実施する。 

・ 河川及び港湾における底質の実態を把握するため、重金属(水銀、鉛等)について調査を実 

施する。 

・ 富山湾の水質保全を図るため、事業者、行政等からなる「富山湾水質改善対策推進協議会」 

を開催し、工場・事業場における窒素、りんの削減対策を推進する。 

  また、環境や発生源において、窒素、りん等のモニタリングを実施する。 

・ 主要な湖沼の水質の現況を把握し、汚濁の未然防止を図るため、水質調査を実施する。 

・ 水質汚濁事故対策に関する関係者連絡会議の開催、講習会の開催、啓発リーフレット等の

作成などを行い、事故の未然防止及び事故時の関係者の連携協力による被害の拡大防止を図

る。特に、一般家庭からの不注意による油流出事故が多発していることから、事業者団体と

も連携し、啓発リーフレットの配布など一般家庭への呼びかけを強化する。 

 

(2)  化学物質による環境リスクの低減 

・ ダイオキシン類対策特別措置法に基づき、水質（水底の底質を含む。）、地下水質のダイオ

キシン類濃度の環境調査を実施する。 

・ 地下水の有機塩素系化合物等の汚染状況を定期的に監視するとともに、新たな地下水汚染

が判明した場合には、汚染井戸周辺において原因や汚染範囲等について詳細な調査を実施す

る。 

 

(3) 心地よい水辺環境の創造 

・ ｢とやま川の見守り隊｣の活動の拡大等により、水環境の魅力への県民の関心を高め、地域

に根ざした水環境保全活動を一層促進するとともに、(公財)とやま環境財団と連携して、新

幹線開業により増加が見込まれる県外からの訪問客に対し、県民自らが水環境の魅力を PRす

る取組みを支援する。 

・  本県が誇る水環境のシンボルである「とやまの名水」や環境省が選定した「名水百選」に

ついて、市町村と連携し、各種イベント等の機会を捉えて県内外に発信する。 

・ 水環境を保全するため、水とのふれあいの機会の情報提供や水質を保全する取組みを普及

啓発する。 

   また、「とやま名水ナビ」を活用し、県内の先駆的な水環境保全活動の事例やホタルの名所、

とやまの名水等に関する情報をインターネットや啓発資材により提供する。 
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とやまの水環境の保全に関する取組み 
＜「とやま川の見守り隊」の取組み＞ 

 

  県では、小中学生やその保護者等も参加して、水生生物等に関する調査を実施し、その成 

果を「とやま環境フェア」、ウェブサイト「とやま名水ナビ」等で情報発信するなど、水環 

境保全活動を促進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 
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公共用水域水質測定結果（25 年度） 

 

25 年度の公共用水域の水質測定結果は別表のとおりであった。 

なお、測定結果表の記載要領は次のとおりである。 

 

＜記載要領＞ 

◎ 別表１（生活環境項目・健康項目・特殊項目）について 

(1)  「水域名」欄中、（ ）は支川名を示す。 

(2)  「測定地点名」欄は、地点番号、測定地点名、水域類型の順で、水域類型に（ ）が付 

  ているものは補助測定点を示す。 

(3)  「平均」は、日間平均値の年平均値を示す。 

(4)  「75％値」は、全データをその値の小さいものから順に並べ、0.75×n番目（nはデータ

数）の値を示す。（0.75×n が整数でない場合は、端数を切り上げた整数番目の値をとる。） 

(5)  「m/n」 

   ・生活環境項目（ＢＯＤ、ＣＯＤ）及び健康項目については、環境基準に適合しない日 

数／総測定日数を示す。 

   ・その他の項目については、nは総検体数を示す。 

(6) 数値の取り扱いは、25 年３月 27 日付け環境省水・大気環境局長通知「「環境基本法に基

づく環境基準の水域類型の指定及び水質汚濁防止法に基づく常時監視等の処理基準につい

て」の一部改正について」に基づくとともに、定量下限値等については、別記「定量下限

値等一覧」のとおりとした。 

 

 ◎ 別表２（要監視項目）について 

  (1) 「水域名」欄中、右欄は支川名等を示す。 

  (2) 「測定地点名｣欄は、地点番号、測定地点名の順で示している。 

(3) 数値の取り扱いは、25 年３月 27 日付け環境省水・大気環境局長通知「「環境基本法に基

づく環境基準の水域類型の指定及び水質汚濁防止法に基づく常時監視等の処理基準につい

て」の一部改正について」に基づくとともに、定量下限値等については、別記「定量下限

値等一覧」のとおりとした。

（資料１） 
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＜定量下限値等一覧＞ 

 

 測定項目 定量下限値   測定項目 定量下限値 

生 

 

活 

 

環 

 

境 

 

項 

 

目 

pH       特 

殊 

項 

目 

等 

銅 0.1 mg/L 

DO 0.5 mg/L  亜鉛（全亜鉛） 0.001 mg/L 

BOD 0.5 mg/L  鉄 1 mg/L 

COD 0.5 mg/L  クロム 0.2 mg/L 

SS 1 mg/L  クロロフィルａ 0.1     

μg/L 

μg/L 

大腸菌群数 0     

MPN

/10

0mL 

MPN/100mL  

要 

 

 

 

監 

 

 

 

視 

 

 

 

項 

 

 

 

目 

クロロホルム   0.0006 mg/L 

全窒素 0.05 mg/L  フェノール 0.001 mg/L 

全りん 0.003 mg/L  ホルムアルデヒド 0.003 mg/L 

全亜鉛 0.001 mg/L  ﾄﾗﾝｽ-1,2-ジクロロエチレン 0.004 mg/L 

n-ヘキサン抽出物質（油分等） 0.5 mg/L  1,2-ジクロロプロパン 0.006 mg/L 

健 

 

 

 

 

康 

 

 

 

 

項 

 

 

 

 

目 

カドミウム 0.0003 mg/L  p-ジクロロベンゼン 0.02 mg/L 

全シアン 0.1 mg/L  イソキサチオン 0.0008 mg/L 

鉛 0.005 mg/L  ダイアジノン 0.0005 mg/L 

六価クロム 0.02 mg/L  フェニトロチオン 0.0003 mg/L 

砒素 0.005 mg/L  イソプロチオラン 0.004 mg/L 

総水銀 0.0005 mg/L  オキシン銅 0.004 mg/L 

アルキル水銀 0.0005 mg/L  クロロタロニル 0.005 mg/L 

PCB 0.0005 mg/L  プロピザミド 0.0008 mg/L 

ジクロロメタン 0.002 mg/L  EPN 0.0006 mg/L 

四塩化炭素 0.0002 mg/L  ジクロルボス 0.0008 mg/L 

1,2-ジクロロエタン 0.0004 mg/L  フェノブカルブ 0.003 mg/L 

1,1-ジクロロエチレン 0.01 mg/L  イプロベンホス 0.0008 mg/L 

ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン 0.004 mg/L  クロルニトロフェン 0.0005 mg/L 

1,1,1-トリクロロエタン 0.0005 mg/L  トルエン 0.06 mg/L 

1,1,2-トリクロロエタン 0.0006 mg/L  キシレン 0.04 mg/L 

トリクロロエチレン 0.002 mg/L  フタル酸ジエチルヘキシル 0.006 mg/L 

テトラクロロエチレン 0.0005 mg/L  ニッケル 0.001 mg/L 

1,3-ジクロロプロペン 0.0002 mg/L  モリブデン 0.007 mg/L 

チウラム 0.0006 mg/L  アンチモン 0.002 mg/L 

シマジン 0.0003 mg/L  塩化ビニルモノマー 0.0002 mg/L 

チオベンカルブ 0.002 mg/L  エピクロロヒドリン 0.00004 mg/L 

ベンゼン 0.001 mg/L  全マンガン 0.02 mg/L 

セレン 0.002 mg/L  ウラン 0.0002 mg/L 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
0.1 mg/L    

    
ふっ素 0.08 mg/L     

ほう素 0.1 mg/L 
    

1,4-ジオキサン 0.005 mg/L 
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図 水質の監視測定地点 

○環境基準点 

●補助測定点 


